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　本県には、これまでに発見された約5,000か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、県内道路網や河川の整備など、豊かで快適な生活を築くための

地域開発が大規模に行われ、埋蔵文化財保護との調和を図ることが急務

となっております。遺跡分布調査と遺跡確認調査はそのための基礎資料

となるものです。

　本報告書は、平成30年度に国庫補助事業として実施した、国道建設事

業、河川改修事業及び主要地方道建設事業などに係る遺跡分布調査と遺

跡確認調査の結果をまとめたものです。特に大館工業団地開発事業に伴

う片貝家ノ下遺跡の確認調査では、昨年度から引き続き地中レーダー探

査を行い、墳墓と想定される遺構の南限が判明し、遺跡の保存活用にと

って重要な手がかりとなる地中データが得られました。

　報告書をまとめるにあたり、調査に協力いただきました関係各機関に

感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきまして御理

解と御協力をいただきますようお願い申し上げます。

平成31年３月

秋田県教育委員会

教育長 米　田　　進
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例　　言

１　本報告書は、平成30年度に秋田県教育委員会が国庫補助を得て実施した、遺跡分布調査と遺跡　

確認調査の報告書である。なお、本書収録の報告は平成30年４月から11月までの実施分であり、平　

成30年12月以降の実施分については来年度に報告する予定である。また、平成30年１月から３月に　

実施した遺跡分布調査の結果報告を平成29年度補足分として掲載した。

２　本報告書に収録の遺跡分布調査は主に秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室が担当し、報告を作

　成した。遺跡確認調査は秋田県埋蔵文化財センターが担当し、報告を作成した。全体を秋田県埋蔵

　文化財センターが編集した。

３　本報告書に掲載した地図は、国土交通省・秋田県が作成した平面図を使用した他、国土地理院発  

　行の1/50,000地形図、1/25,000電子地形図、地理院地図を複製した（承認番号　平30情複、第1193

　号）。なお、第３章第１節の地形図には方位記号を付けていないが、全て上が世界測地系第Ｘ系座

　標北を示している。　                                         

25,000分の１電子地形図（平成27年10月19日調製）

 「象潟」 （第２・９・10・64 図）、 「小砂川」（第２・10・64 図）、 「大館」 （第３図）、 「十文字」（第４・

17・18・35）、 「北浦」 （第５・42 図）、 「羽川」 （第６図）、 「羽後和田」 （第６・59・76 図）、 「土崎」 （第

７・52図）、 「新波」 （第８・48・76図）、 「抱返り渓谷」 （第11図）、 「白沢」 （第12・28図）、 「二ツ井」 （第

14・40・43 図）、 「前郷」 （第 19 図）、 「浅舞」 （第 20・23・51 図）、 「横手」 （第 20・32・50 図）、 「角館」 （第

21 図）、 「羽後水沢」 （第 22 図）、 「秋田西部」 （第 24・30・61 図）、 「秋田東部」 （第 24・30・61 図）、 「西

馬内」 （第 25 図）、 「稲庭」 （第 26・37 図）、 「菅生」 （第 26 図）、 「毛馬内」 （第 27・29 図）、 「小坂」 （第

29 図）、 「陸中濁川」 （第 29 図）、 「小坂鉱山」 （第 29 図）、 「金沢本町」 （第 31・34・38 図）、「六郷」 （第

33図）、 「刈和野東部」 （第36・54図）、 「羽後長野」 （第36図）、 「湯沢」 （第37図）、 「湯瀬」 （第39図）、

「本荘」 （第 41・60 図）、 「早口」 （第 44図）、 「刈和野」 （第 45・48・53 図）、 「中直根」 （第 46図）、 「小

安温泉」 （第 47 図）、 「下岩川」 （第 49 図）、 「森岳」 （第 49 図）、 「鹿渡」 （第 49 図）、 「小又口」 （第 49

図）、 「角間川」 （第51図）、 「悪戸野」 （第55図）、 「大曲」 （第55図）、 「太平湖」 （第57・58図）、 「能代」 

（第 68図）、 「横堀」 （第 72図）、 「扇田」 （第 80図）

50,000分の１地形図

 「浅舞 （平成12年１月１日）」 （第56図）

地理院地図（web）※該当地形図の図幅名を記載

 「横堀 （平成30年11月30日作成）」 （第16図） 

 「鷹巣西部 （平成30年11月30日作成）」 （第13・15・40図）
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　国庫補助を得て実施した遺跡詳細分布調査のうち、平成30年１月～３月に実施した平成29年度の補足

分は、国道７号遊佐象潟道路事業等に係る試掘調査等７件と県・市連携文化施設整備事業に係る確認調

査１件である。平成30年４月～11月には、国道７号遊佐象潟道路事業、一般国道７号能代地区線形改

良、一般国道13号横堀道路改築事業、鳥海ダム建設事業、成瀬ダム建設事業、秋田県建設部による主要

地方道建設事業及び河川改修事業等に係る試掘調査等51件と、国道７号遊佐象潟道路事業等に係る遺跡

確認調査等５件を実施した。これらの調査はすでに策定してある調査要項に基づいて、秋田県教育庁生

涯学習課文化財保護室職員、秋田県埋蔵文化財センター職員が、地元教育委員会の協力を得て実施した

ものである。

１　調査の目的

　　開発予定地内を踏査・試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる。

２　調査の方法

　（１）計画地域の範囲内で遺物の表面採集及び試掘調査を実施して遺跡の所在を確認するとともに、

　　　　遺跡の性格についても把握する。

  （２）確認された遺跡は地図に記入する。

  （３）遺跡の状況、遠景を写真撮影し、遺跡の概要も記録する。

３　事業主体者

　　秋田県教育委員会

４　調査担当者

    秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室

第１節　遺跡分布調査

第１章　はじめに

第２章　実施要項

学 芸 主 事

学 芸 主 事

文 化 財 主 事

袴田　道郎（職名は当時）

堀川　昌英

伊豆　俊祐

学 芸 主 事

文 化 財 主 任

赤上　秀人

髙橋　和成

鹿角市教育委員会

大館市教育委員会

由利本荘市教育委員会

湯沢市教育委員会

赤坂　朋美

嶋影　壮憲

板垣　俊一

藤原裕希子

鹿角市教育委員会

由利本荘市教育委員会

にかほ市教育委員会

木ノ内　瞭

三原裕姫子

伊藤　　学

調査に当たっては次の各教育委員会の方々に御協力いただいた。
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第２章　ᐇ施要項　

５　調査対象地域ཬࡧ事業名

ͤ平成29年度補㊊分(平成30年１月～３月)

事業者 事業地 調査期間 調査結果
調査
内容

事　　業　　名θ

国土஺㏻┬
秋田Ἑ川

にかほ市 ３月23～24日 試掘国道７号遊佐象潟道路事業１
事業地内で周▱の遺跡３か所
（神田遺跡、ࣤフ࢟遺跡、Ⳣඛ
遺跡）を確認した。

国土஺㏻┬
能代Ἑ川

大館市 １月29日 試掘㛗಴地区電線ඹ同溝事業２
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

国土஺㏻┬
湯沢Ἑ川

横ᡭ市 １月17日 試掘石成Ṍ道事業３
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部 ⏨㮵市 ３月９日 試掘
地方道路஺付㔠工事一般国道
101号（὾間ཱྀ工区）

４
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

国土஺㏻┬
秋田Ἑ川

秋田市 ２月２・26日 試掘雄物川下流部Ἑ道掘๐事業５
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部 秋田市 ２月16～17日 試掘流域἞水対策Ἑ川工事 新城川６
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部 秋田市 ３月26・28日 試掘広域Ἑ川改ಟ工事 新Ἴ川７
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

ͤ平成29年度補㊊分工事立会(平成30年１月～３月)

事業者 事業地 調査期間 備　　　考立会結果事　　業　　名θ

㎰ᯘ水⏘┬ 横ᡭ市 １月18日 石塚上ྎ遺跡横ᡭ西部㎰業水฼事業１
遺構・遺物は確認されな
かった。  

生ά⎔ቃ部 能代市 ２月20日 കྡྷ㜰遺跡
きみまち㜰ᅬ地遊Ṍ道等整備
工事２

遺構・遺物は確認されな
かった。  

2



第１節　遺跡分布調査

ͤ平成30年度分(平成30年４月～ 11月)

事業者 事業地 調査期間 調査結果
調査
内容

事　　業　　名θ

国土஺㏻┬
秋田Ἑ川

にかほ市 ６月６㺃14～15日
11月５日

試掘国道７号遊佐象潟道路事業１
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

国土஺㏻┬
秋田Ἑ川

国土஺㏻┬
能代Ἑ川

仙北市 ９月13日 試掘国道46号่巻線形改良事業２
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

国土஺㏻┬
能代Ἑ川

北秋田市 11月16日 試掘一般国道７号二ࢶ஭今Ἠ道路６
事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

国土஺㏻┬
湯沢Ἑ川

横ᡭ市 ６月11日、11月21日 試掘石成Ṍ道事業㸶
事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

国土஺㏻┬
湯沢Ἑ川

横ᡭ市 11月13日 試掘十文字Ṍ道事業９
事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部

建設部

建設部

建設部

建設部

建設部

⏤฼本荘市 ４月11日 ㋃査
地方道路஺付㔠工事(஺安)一
般国道108号(㯮沢工区)10 試掘調査不要と判断した。

横ᡭ市 ４月11日 ㋃査
地方道路等整備事業主要地方
道横ᡭ東⏤฼線(Ύ水町工区)11 試掘調査不要と判断した。

仙北市 ４月13日 ㋃査
県༢道路改築事業一般県道日
三市角館線(川原工区)12 試掘調査不要と判断した。

能代市 ４月16日 試掘
地方道路஺付㔠事業(改築)国
道101号(➉生工区)13

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

横ᡭ市 ４月23日
11月12日

試掘
地方道路஺付㔠事業(改築)国
道107号(大沢工区)14

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

秋田市 ５月７日 試掘
地方⾤路整備工事一般県道土
ᓮ 秋田線(3㺃4㺃29秋田⎔状線)15

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 湯沢市
５月21日
６月15日

試掘
地方道路஺付㔠工事(改築)
国道398号(✄ᗞࣂイࣃス)17

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 小ᆏ町 ６月13日 試掘
県༢道路改築工事一般国道
国道282号(横道工区)20

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 秋田市 ６月15日 試掘
地方⾤路整備工事(㒔)川ᑼ広
面線(横町工区)21

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 ⨾㒓町 ７月30日 試掘
地方道路஺付㔠工事主要地方
道角館භ㒓線(千屋第一工区)24

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 ⨾㒓町 㸶月１日 試掘
県༢道路改築工事　一般県道
川西භ㒓線(上῝஭工区)25

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 㮵角市 ５月23日 試掘
地方道路஺付㔠工事(஺㏻安全)
一般国道103号(஬ノᓃ工区)18

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 ⩚後町
５月15日
９月14日

試掘
地方道路஺付㔠工事(改築)主
要地方道大᭤大᳃⩚後線(安
良町工区)

16
事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 大館町
５月29日
６月13日

試掘
県༢道路補ಟ工事(஺㏻安全)
主要地方道ⓑ沢田代線(ⓑ沢
工区)

19
事業地は周▱の遺跡(大館㔝遺
跡)の範囲内だが、遺構・遺物
は確認されなかった。

建設部 ⨾㒓町 ７月25日 試掘
県༢道路改築工事　一般県道
⪥ྲྀ後三年೵㌴ሙ線(後三年
工区)

22

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 横ᡭ市 ７月27日 試掘
地方道路஺付㔠事業(஺㏻安
全)(主)横ᡭ東⏤฼線(中山工
区)

23

大館市 ５月23～24日
６月13日

試掘一般国道７号ⓑ沢㊬線ᶫᯫ᭰３
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

国土஺㏻┬
能代Ἑ川

国土஺㏻┬
能代Ἑ川

北秋田市 ５月29日 試掘
一般国道７号㮚ᕢ大館道路
ϩ期(追ຍ分)

４
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

能代市
㸶月㸶・29日
９月26日
10月29日

試掘
一般国道７号能代地区線形改
良

５

事業地内で周▱の遺跡４か所
(ⅲ㔝上ᓃ遺跡、❳ẟ沢Ϩ遺跡、
❳ẟ沢ϫ遺跡、❳ẟ沢Ϭ遺跡)
を確認した。うち１か所(❳ẟ
沢Ϩ遺跡)では遺構・遺物は確
認されなかった。 

国土஺㏻┬
湯沢Ἑ川

湯沢市

４月16㺃25日、５月21日、
６月25～26日、
７月２～３・11～12㺃17日、
11月12～13㺃15日 

㋃査・
試掘

国道13号横堀道路改築事業７

事業地内で新たな遺跡５か所
(横堀中屋ᩜ遺跡、赤塚遺跡、
山ཱྀ遺跡、立ᾉ遺跡、ᰗ原遺
跡)を確認した。
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第２章　ᐇ施要項　

事業者 事業地 調査期間 調査結果
調査
内容

事　　業　　名θ

建設部 大仙市 ９月３日 試掘
地方道路஺付㔠工事一般国道
105号(ࡤࡤ田工区)27

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

国土஺㏻┬
能代Ἑ川 能代市 10月９日 試掘二ࢶ஭地区Ἑ道掘๐34

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

国土஺㏻┬
能代Ἑ川 大館市 10月19日 試掘㮚ᕢ地区Ἑ道掘๐35

事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

国土஺㏻┬
湯沢Ἑ川 大仙市

５月14日
11月２日 試掘

雄物川Ἑ川⃭⏒⅏ᐖ対策特別
⥭ᛴ事業36

事業地内で周▱の遺跡１か所(ᓠ
ྜྷ川中村遺跡)を確認した。

三種町
４月24日
10月17日 試掘Ἑ川改ಟ工事　三種川40

事業地内で遺跡は確認されな
かった。

大仙市 ４月19日 試掘
広域Ἑ川改ಟ工事一⣭Ἑ川ᾷ
川39

事業地内で遺跡は確認されな
かった。

国土஺㏻┬
㫽ᾏダ࣒

国土஺㏻┬
成℩ダ࣒

⏤฼本荘市
㸶月９～10日
10月26日

㋃査・
試掘

㫽ᾏダ࣒建設事業37
事業地内で周▱の遺跡１か所(高
㔝ྎ遺跡)を確認した。

建設部 湯沢市 ９月14日 ㋃査
地方道路等整備事業国道398
号(下山㇂工区)28 試掘調査不要と判断した。

建設部 横ᡭ市 㸶月９日 試掘
地方道路஺付㔠事業(஺㏻安
全)(一)川連ቑ田平㮵線(石成
工区)

26
事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

建設部 横ᡭ市 ９月21日 試掘
地方道路஺付㔠事業(஺㏻安
全)県道　大᭤横ᡭ線(ᮡ目工
区)

29
事業地は周▱の遺跡(᮲㔛ไ跡)
の範囲内だが、遺構・遺物は確
認されなかった。

建設部 㮵角市 ９月28日 試掘
地方道路஺付㔠工事(஺㏻安
全)一般県道根℩ᑿཤ沢線(ᯇ
館工区)

30 事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部 ⏤฼本荘市 10月19日 試掘
地方⾤路஺付㔠事業㒔市ィ画
道路೵㌴ሙᰤ町線(⿬ᑿᓮ町
工区)

32
周▱の遺跡(代ᐁ小路遺跡)の範
囲内だが、遺構・遺物は確認さ
れなかった。

建設部 横ᡭ市 ７月９日 試掘㏻常◁㜵工事(上内町１)41
事業地は周▱の遺跡(ឡ᏾山遺
跡・ᮅⲡส城跡)の範囲内だが、
遺構・遺物は確認されなかった。

ᯘ㔝庁 北秋田市 ９月19日 試掘立ᮌ㈍኎事業48
事業地は周▱の遺跡(大印Ａ遺
跡)の範囲内だが、遺構・遺物は
確認されなかった。 

建設部

建設部

建設部

横ᡭ市 10月９～10日 試掘
Ἑ川⅏ᐖ復旧ຓ成事業　一⣭
Ἑ川　上溝川42

事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部

秋田市 11月２日 試掘⅏ᐖ対策等⥭ᛴ工事　㤿㋃川43
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部

大仙市 11月７日 試掘
Ἑ川⅏ᐖ関連事業　一⣭Ἑ川
ᾷ川

44
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部

大仙市 11月㸶日 試掘
Ἑ川⅏ᐖ関連事業　一⣭Ἑ川
土㈙川

45
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部

大仙市 11月21日 試掘
Ἑ川⅏ᐖ復旧ຓ成事業　一⣭
Ἑ川　ᴍᒸ川

46
事業地内で遺跡は確認されな
かった。

建設部

横ᡭ市 ９月14日 ㋃査横ᡭ西部㎰業水฼事業47
事業地内で周▱の遺跡１か所(᯽
ᮌ遺跡)を確認した。 

㎰ᯘ水⏘┬

秋田市 ７月31日 試掘බົ員ᐟ⯋整備50
事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

㜵⾨┬

⏤฼本荘市 ６月27日 試掘
本荘工業団地地形路線測㔞業
ົ

51
事業地内で遺跡は確認されな
かった。 

⏘業ປാ部

⏨㮵市 10月30日 試掘
地方道路஺付㔠工事一般国道
101号(὾間ཱྀ工区)

33
周▱の遺跡(地蔵ྎ遺跡)の範囲
内だが、遺構・遺物は確認され
なかった。

東成℩村 10月22～23日 試掘成℩ダ࣒建設事業38
事業地内で新たな遺跡２か所(北
ノཪ沢ϩ遺跡、北ノཪ沢Ϫ遺跡)
を確認した。

建設部 能代市 10月２日 試掘
地方道路஺付㔠工事(改築)一
般県道西目屋二ࢶ஭線(Ⲵ上
ሙࣂイࣃス)

31 事業地内で遺跡は確認されな
かった。

ᯘ㔝庁 北秋田市 10月18日 試掘製品生⏘ㄳ㈇事業49
事業地は周▱の遺跡(小ཪ川遺
跡)の範囲内だが、遺構・遺物は
確認されなかった。 
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第１節　遺跡分布調査

国土஺㏻┬
能代Ἑ川 北秋田市 ６月㸶日 からむしᓃϩ遺跡

一般国道７号㮚ᕢ大館道路ϩ
期（追ຍ分）２

遺構・遺物は確認されな
かった。  

国土஺㏻┬
湯沢Ἑ川 湯沢市 㸶月23日 山ཱྀ遺跡国道13号横堀道路改築事業３

遺構・遺物は確認されな
かった。  

建設部 㮵角市 11月19日 三ࣨ田館跡県༢道路補ಟ工事(⅏ᐖ㜵㝖)５
遺構・遺物は確認されな
かった。  

建設部 横ᡭ市 10月17日 ほ㡢ᑎ廃ᑎ跡
Ἑ川⅏ᐖ復旧ຓ成事業　一⣭
Ἑ川　上溝川㸶

遺構・遺物は確認されな
かった。  

ͤ平成30年度分工事立会(平成30年４月～ 11月)

事業者 事業地 調査期間 備　　　考立会結果事　　業　　名θ

国土஺㏻┬
秋田Ἑ川

にかほ市 ４月６・９日 ࣤフ࢟遺跡、神田遺跡国道７号遊佐象潟道路事業１

ࣤフ࢟遺跡では⪔స土中よ
り近世磁器が出土したが、
遺構は確認されなかった。
神田遺跡では遺構・遺物は
確認されなかった。 

建設部 大館市 ９月４日 大館㔝遺跡
県༢道路補ಟ工事（஺㏻安全）
主要地方道ⓑ沢田代線
（ⓑ沢工区）

４
遺構・遺物は確認されな
かった。  

建設部 大館市 11月21日 大᳃㔝遺跡
地方道路஺付㔠工事（஺㏻安
全）主要地方道ⓑ沢田代線
（大᳃工区）

６
遺構・遺物は確認されな
かった。  

国土஺㏻┬
湯沢Ἑ川

大仙市 11月26日 ᓠྜྷ川中村遺跡
雄物川Ἑ川⃭⏒⅏ᐖ対策特別
⥭ᛴ事業

７
࢝マド状遺構２基を検出し
たが、工ἲኚ᭦により遺構
の掘๐を回㑊した。 
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第２章　ᐇ施要項　

ͤ平成29年度補㊊分

遺跡名（所在地） ᢸ当者調査期間事　　業　　名θ

１ ☾村・村上
県・市連携文化施設
整備事業

平成30年２月５日
　　　　　　～２月㸶日

久保田城跡
（秋田市）

ͤ平成30年度補㊊分

遺跡名（所在地） ᢸ当者調査期間事　　業　　名θ

２
ᕮ・小山・
᳃㇂

国道７号遊佐象潟道路
事業

平成30年７月13日
　　　　　　～７月31日

神田遺跡
（にかほ市）

３

４

ᕮ・小山・
᳃㇂

一般国道７号能代地区
事故対策事業

平成30年７月６・９日
高塙遺跡

（能代市）

６ 村上大館工業団地開発事業 平成30年６月19・20日
片貝家ノ下遺跡

（大館市）

ᕮ・小山・
᳃㇂

国道13号横堀道路改築
事業

平成30年９月25日
　　　　　　～10月４日

赤塚遺跡
（湯沢市）

５
ᕮ・小山・
᳃㇂

地方道路等整備工事
(建設)主要地方道秋田
雄和本荘線(相川工区)

平成30年５月28日
　　　　　　～６月１日

向田表遺跡
（秋田市）

１　調査の目的

　　開発事業ィ画にಀる遺跡の広がり、埋ἐの度合い、時代とその性格を▱るために当該地域での遺

　物の表面᥇集ཬࡧ小規模の発掘調査（遺構確認面までの掘り下ࡆが主య）を行い、当該埋蔵文化財

　の保護と保存を図る。また、᪩ᛴな内容の把握がồめられる㔜要な遺跡については、地中レーダー

　探査により遺跡内の様相を把握し、当該埋蔵文化財の保護と保存に向けた᝟報・㈨ᩱを得る。

２　調査の方ἲ

（１）地形を考៖したトレンチཬࡧ試掘坑を設定して行う。また、遺構等が確認されたሙ合、できる

　　限り面的に調査範囲を広ࡆて平面形を追ồし遺構種別の特定にດめる。

（２）確認された遺構・遺物、遺物ໟྵᒙ、堆積土のཌさ等は、ᐇ測図等により記録する。また、遺

　　跡の全ᬒと調査状ἣ、遺構・遺物の確認状ἣ等は෗┿᧜ᙳし、画像を記録する。

（３）౑用する地形図は開発部ᒁでస成した᭱大⦰ᑻの図面とする。

第２節　遺跡確認調査

３　事業主య者

　　秋田県教育委員会

４　調査ᢸ当者

５　調査対象遺跡ཬࡧ事業名

秋田県埋蔵文化財センター 主௵文化財ᑓ㛛員(ව)⌜㛗　　　☾村　　஽

副　主　ᖿ　　村上　⩏直

文化財主事  　ᕮ　　ளᏊ　　小山　⨾⣖　　᳃㇂　ᗣ平
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第２節　遺跡確認調査

第１図　遺跡分布調査࣭遺跡確認調査地Ⅼ図
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１１

２２

1：25,000 象潟・小砂川

１１

1：25,000 大館

所在地 時代 備考遺構・遺物現況遺跡名№

１ 周知の遺跡神田遺跡

第３章 調査の記録

第１節 遺跡分布調査

１ 平成29年度補足分

(１)国道７号遊佐象潟道路事業

事業予定地のうち、中心杭No.244～266、314～323間の試掘調査を実施した。調査の結果、周知の

遺跡３か所が事業に係ることを確認した。今後、事業の進捗に合わせた対応が必要である。

第２図 国道７号遊佐象潟道路事業 遺跡分布調査位置図

(２)長倉地区電線共同溝事業

事業予定地の西端部(下り車線側)について試掘調査を実施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認

できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の進捗に合わせ

た対応が必要である。

第３図 長倉地区電線共同溝事業 遺跡分布調査位置図

水田縄文
土器埋設遺構
縄文土器

釜洗町潟象市ほかに

所在地 時代 備考遺構・遺物現況遺跡名№

１ ・・・・・ 歩道・・ なし大館市長倉

２ 周知の遺跡
ヲフキ遺跡
菅先遺跡

水田、雑種地
縄文
他

土坑、縄文土
器、石器

町大砂川潟象市ほかに
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１１

1㸸25,000 ༑ᩥ字

１１

1㸸25,000 北ᾆ

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ Ꮿ地・・ なし横ᡭ市平㮵町㓬㓮

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし⏨㮵市⏨㮵中὾間ཱྀ

(３)▼成Ṍ道஦ᴗ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.25～27間(上り㌴線側)の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・

遺物とも確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の

㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第４図 ▼成Ṍ道஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

(４)地᪉道㊰஺௜㔠工஦୍⯡ᅜ道101号(὾㛫ཱྀ工༊)

事業予定地のうち、本線1R.86～89ཬࡧ工事用㐍入路1R.㸮～４間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、

、。、遺構・遺物ともに確認できず 今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した 今後

事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第５図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦୍⯡ᅜ道101号(὾㛫ཱྀ工༊) 遺跡分布調査位置図

9



１１

1㸸25,000 ᅵᓮ

第３章　調査の記録

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし秋田市下新城➟ᒸሖሙ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ Ἑ川ᩜ・・ なし秋田市㇏ᒾ

２ ・・・・・ Ἑ川ᩜ・・ なし秋田市四ࢶ小屋

(５)㞝物ᕝ下ὶ㒊Ἑ道᥀๐஦ᴗ

事業予定地の一部について試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、今回の

対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要で

ある。

第６図 㞝物ᕝ下ὶ㒊Ἑ道᥀๐஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

(６)ὶ域἞水対⟇Ἑᕝ工஦ 新ᇛᕝ

事業予定地のうち、1R.１～16間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、

今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が

必要である。

第７図 ὶ域἞水対⟇Ἑᕝ工஦ 新ᇛᕝ 遺跡分布調査位置図

１１

２２

1㸸25,000 ⩚ᕝ࣭⩚ᚋ࿴田
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１１

２２

３３
1㸸25,000 象₲

１１

1㸸25,000 新Ἴ

第１節　遺跡分布調査

(７)ᗈ域Ἑᕝᨵಟ工஦ 新Ἴᕝ

事業予定地のうち、1R.７～12間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、

今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が

必要である。

第８図 ᗈ域Ἑᕝᨵಟ工஦ 新Ἴᕝ 遺跡分布調査位置図

２ 平成30年度分

(１)ᅜ道７号㐟బ象₲道㊰஦ᴗ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.296～314、333～347、425～428、480～485間、1R.427付近工事用道路

部分の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、今回の対象地については埋

蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第９図 ᅜ道７号㐟బ象₲道㊰஦ᴗ 遺跡分布調査位置図(１)

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 山ᯘ・・ なし秋田市雄和新Ἴ新町

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１

２

３

４

５

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

山ᯘ

山ᯘ

水田

水田

水田

・・

・・

・・

・・

・・

なし

なし

なし

なし

なし

にかほ市象潟町関字大道

にかほ市象潟町関字平᳃

にかほ市象潟町関字館᳃

にかほ市象潟町西中㔝沢

にかほ市象潟町洗釜
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４４

５５

1㸸25,000 象₲࣭ᑠ◁ᕝ

１１

1㸸25,000     ⓑἑ

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 山ᯘ・・ なし仙北市田沢†่巻

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田、山ᯘ・・ なし大館市ⓑ沢

第10図 ᅜ道７号㐟బ象₲道㊰஦ᴗ 遺跡分布調査位置図(２)

(２)ᅜ道4�号่ᕳ⥺ᙧᨵⰋ஦ᴗ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.７～10間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確

認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わ

せた対応が必要である。

第11図 ᅜ道4�号่ᕳ⥺ᙧᨵⰋ஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

(３)୍⯡ᅜ道７号ⓑἑ㊬⥺ᶫᯫ᭰

事業予定地内の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、埋蔵文化財対応

は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第12図 ୍⯡ᅜ道７号ⓑἑ㊬⥺ᶫᯫ᭰ 遺跡分布調査位置図

１１

1㸸25,000 ᢪ㏉り῱㇂
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１１
２２

1㸸25,000 㮚ᕢ西㒊

１１
２２ ３３ ４４

５５

1㸸25,000 ஧ࢶ஭

第１節　遺跡分布調査

(４)୍⯡ᅜ道７号㮚ᕢ኱㤋道㊰ϩᮇ(㏣ຍ分)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.24～31、323～341間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物

ともに確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応

は⤊஢である。

(５)୍⯡ᅜ道７号⬟௦地༊⥺ᙧᨵⰋ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.19～57、71～96間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、周▱の遺跡４

か所を確認したが、❳ẟ沢Ϩ遺跡については、遺構・遺物ともに確認できず、ៅ㔜工事対応と判断し

た。ほかの遺跡については、今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第13図 ୍⯡ᅜ道７号㮚ᕢ኱㤋道㊰ϩᮇ(㏣ຍ分) 遺跡分布調査位置図

第14図 ୍⯡ᅜ道７号⬟௦地༊⥺ᙧᨵⰋ 遺跡分布調査位置図

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ⅲ㔝上ᓃ遺跡 原㔝
縄文
ほか

なし
能代市二ࢶ஭町㥖形字ⅲ㔝上
ᓃ、ከ㑻ර⾨沢

５ ・・・・・ Ꮿ地、水田・・ なし
能代市二ࢶ஭町切石字ⓑ◁下､
ཕྎࢣ

３
❳ẟ沢ϫ遺跡
❳ẟ沢Ϭ遺跡

山ᯘ
ྂ代
中世

土ᖌ器

２ ・・・・・ 山ᯘ・・ なし能代市二ࢶ஭町切石字ⅲᆏ

能代市二ࢶ஭町切石字❳ẟ沢

４ ❳ẟ沢Ϩ遺跡 山ᯘ
ྂ代
中世

なし

周▱の遺跡

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田、原㔝・・ なし
北秋田市⬥神字下からむしᓃ、
ዟ小ࢣ田

２ ・・・・・ 山ᯘ・・ なし北秋田市⬥神字からむしᓃ

周▱の遺跡

周▱の遺跡能代市二ࢶ஭町切石字❳ẟ沢
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１１

1㸸25,000 㮚ᕢ西㒊

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし北秋田市今Ἠ字造ᆏ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし湯沢市᱓ᓮ字上㇂地

12 ᰗ原遺跡 水田不明 柱穴様ピット湯沢市下㝔内字ᰗ原

２ ・・・・・ 水田・・ なし湯沢市小㔝字大沢田

４

５

６

７

㸶

９

10

・・・・・

・・・・・

赤塚遺跡

・・・・・

・・・・・

山ཱྀ遺跡

・・・・・

水田

山ᯘ

水田

水田

Ⲩⷚ地

山ᯘ

山ᯘ

・・

・・

縄文

・・

 ・・

ྂ代

・・

なし

なし

土坑・縄文土器

なし

なし

土ᖌ器

なし

湯沢市横堀字前ᯘ

湯沢市横堀字┿ᮌ沢

湯沢市横堀字赤塚

湯沢市下㝔内字小ⓑᒾ

湯沢市下㝔内字山ཱྀ

湯沢市下㝔内字山ཱྀ

湯沢市下㝔内字山ཱྀ、前ᯘ

３
横堀中屋ᩜ
遺跡

水田縄文
柱穴様ピット
縄文土器

湯沢市横堀字中屋ᩜ

11 立ᾉ遺跡 山ᯘ、⏿縄文
土坑、㹒ピット
縄文土器、石器

新発見の遺跡

新発見の遺跡

新発見の遺跡

新発見の遺跡

新発見の遺跡湯沢市下㝔内字立ᾉ、ᐆ山

(６)୍⯡ᅜ道７号஧ࢶ஭௒Ἠ道㊰

事業予定地の一部について試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、今回

の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要

である。

(７)ᅜ道13号ᶓᇼ道㊰ᨵ⠏஦ᴗ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.521～628、661～686、692～694、700～706間ཬࡧ(௬)下㝔内Ｉ㹁部

分の試掘調査、㋃査をᐇ施した。調査の結果、新発見の遺跡５か所が事業にಀることを確認した。今

後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第15図 ୍⯡ᅜ道７号஧ࢶ஭௒Ἠ道㊰ 遺跡分布調査位置図
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１１

２２

３３

４４

５５

６６７７
８８９９1010

111112

12

1㸸25,000 ᶓᇼ

１１

1㸸25,000 ༑ᩥ字

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 道路・・ なし横ᡭ市平㮵町㓬㓮

第1�図 ᅜ道13号ᶓᇼ道㊰ᨵ⠏஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

(８)▼成Ṍ道஦ᴗ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.17～23間(上り㌴線側)について試掘調査をᐇ施した。調査の結果、

遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財に

ಀる対応は⤊஢である。

第17図 ▼成Ṍ道஦ᴗ 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 ༑ᩥ字

１１

1㸸25,000 ๓㒓

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水路、水田・・ なし横ᡭ市十文字町上㘠಴

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 道路、水路・・ なし⏤฼本荘市㯮沢

(９)༑ᩥ字Ṍ道஦ᴗ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.16～33間について試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物と

も確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに

合わせた対応が必要である。

第18図 ༑ᩥ字Ṍ道஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

(10)地᪉道㊰஺௜㔠工஦(஺Ᏻ)୍⯡ᅜ道108号(㯮ἑ工༊)

事業予定地の㋃査をᐇ施した。調査の結果、用地ᖜが狭く大部分が現道ἲ面であることから、試

掘調査は不要と判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第19図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦(஺Ᏻ)୍⯡ᅜ道108号(㯮ἑ工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 ὸ⯙࣭ᶓᡭ

１１

1㸸25,000 ゅ㤋

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 道路、水路・・ なし横ᡭ市Ύ水町

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水路・・ なし仙北市角館町川原

(11)地᪉道㊰➼ᩚഛ஦ᴗ୺せ地᪉道ᶓᡭ東⏤฼⥺(Ύ水⏫工༊)

事業予定地の㋃査をᐇ施した。調査の結果、用地ᖜが狭く大部分が現道ἲ面であることから、試

掘調査は不要と判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第20図 地᪉道㊰➼ᩚഛ஦ᴗ୺せ地᪉道ᶓᡭ東⏤฼⥺(Ύ水⏫工༊) 遺跡分布調査位置図

(12)┴༢道㊰ᨵ⠏஦ᴗ୍⯡┴道᪥୕ᕷゅ㤋⥺(ᕝཎ工༊)

事業予定地の㋃査をᐇ施した。調査の結果、用地ᖜが狭く大部分の現ἣが水路であることから、試

掘調査は不要と判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第21図 ┴༢道㊰ᨵ⠏஦ᴗ୍⯡┴道᪥୕ᕷゅ㤋⥺(ᕝཎ工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 ⩚ᚋ水ἑ

１１２２

1㸸25,000 ὸ⯙

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし能代市➉生

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし横ᡭ市雄物川町大沢字大沢

２ ・・・・・ 水田、Ⲩⷚ地・・ なし横ᡭ市雄物川町大沢字大沢

(13)地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(ᨵ⠏)ᅜ道101号(➉⏕工༊)

事業予定地のうち、道路中ᚰᮺ1R.㸮～７間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに

確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合

わせた対応が必要である。

第22図 地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(ᨵ⠏)ᅜ道101号(➉⏕工༊) 遺跡分布調査位置図

(14)地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(ᨵ⠏)ᅜ道107号(኱ἑ工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.16～17、26～60間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物

とも確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖ

に合わせた対応が必要である。

第23図 地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(ᨵ⠏)ᅜ道107号(኱ἑ工༊) 遺跡分布調査位置図

18



１１

1㸸25,000 ⛅田西㒊࣭⛅田東㒊

１１

２２

３３

1㸸25,000 西㤿㡢ෆ

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 旧Ꮿ地・・ なし秋田市保ᡞ㔝すわ町

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし⩚後町西新成

２ ・・・・・ 水田・・ なし⩚後町㊊田字ྂ堤上

３ ・・・・・ 水田・・ なし⩚後町㊊田字大㇂地

(15)地᪉⾤㊰ᩚഛ工஦୍⯡┴道ᅵᓮ ⛅田⥺(３࣭４࣭29⛅田⎔状⥺)

事業予定地の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、今回の対象地につ

。。いては埋蔵文化財対応は生じないと判断した 本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である

第24図 地᪉⾤㊰ᩚഛ工஦୍⯡┴道ᅵᓮ ⛅田⥺(３࣭４࣭29⛅田⎔状⥺) 遺跡分布調査位置図

(1�)地᪉道㊰஺௜㔠工஦(ᨵ⠏)୺せ地᪉道኱᭤኱᳃⩚ᚋ⥺(ᏳⰋ⏫工༊)

。、、、、、事業予定地のうち 中ᚰᮺ1R.９～16 20～33 58～63 69～74 81～84間の試掘調査をᐇ施した

調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断

した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第25図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦(ᨵ⠏)୺せ地᪉道኱᭤኱᳃⩚ᚋ⥺(ᏳⰋ⏫工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１

２２

1㸸25,000 ✄ᗞ࣭Ⳣ⏕

11

1㸸25,000 ẟ㤿ෆ

第３章　調査の記録

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ ⏿、Ⲩⷚ地・・ なし㮵角市十和田大湯஬ノᓃ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし湯沢市ⓙ℩字἟田

２ ・・・・・ 水田・・ なし湯沢市ⓙ℩字௖ᖌࣨ沢

(17)地᪉道㊰஺௜㔠工஦(ᨵ⠏)ᅜ道398号(✄ᗞࢫࣃ࢖ࣂ)

事業予定地のうち道路中ᚰᮺ1R.１～６、63～73間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物

ともに確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍

ᤖに合わせた対応が必要である。

第2�図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦(ᨵ⠏)ᅜ道398号(✄ᗞࢫࣃ࢖ࣂ) 遺跡分布調査位置図

(18)地᪉道㊰஺௜㔠工஦(஺㏻Ᏻ඲)୍⯡ᅜ道103号(஬ノᓃ工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.31～38間の範囲の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも

確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合

わせた対応が必要である。

第27図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦(஺㏻Ᏻ඲)୍⯡ᅜ道103号(஬ノᓃ工༊) 遺跡分布調査位置図
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11

1㸸25,000 ẟ㤿ෆ࣭ᑠᆏ࣭㝣୰⃮ᕝ࣭ᑠᆏ㖔ᒣ

１１

1㸸25,000 ⓑἑ

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ Ⲩⷚ地・・ なし小ᆏ町小ᆏ字横道

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ 大館㔝遺跡 山ᯘ
縄文
平安

なし 周▱の遺跡大館市ⓑ沢字ⓑ沢

(19)┴༢道㊰⿵ಟ工஦(஺㏻Ᏻ඲)୺せ地᪉道ⓑἑ田௦⥺(ⓑἑ工༊)

事業予定地の試掘調査をᐇ施した。周▱の遺跡の範囲内であるが、調査の結果、遺構・遺物とも確

認できず、工事立会対応と判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第28図 ┴༢道㊰⿵ಟ工஦(஺㏻Ᏻ඲)୺せ地᪉道ⓑἑ田௦⥺(ⓑἑ工༊) 遺跡分布調査位置図

(20)┴༢道㊰ᨵ⠏工஦ ୍⯡ᅜ道 ᅜ道282号(ᶓ道工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.１～７間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認で

きず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた

対応が必要である。

第29図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦ ୍⯡ᅜ道 ᅜ道282号(ᶓ道工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 ⛅田西㒊࣭⛅田東㒊

11

1㸸25,000 㔠ἑᮏ⏫

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 旧Ꮿ地・・ なし秋田市大町஬丁目

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ Ⲩⷚ地、水田・・ なし⨾㒓町㔠沢西根

(21)地᪉⾤㊰ᩚഛ工஦(㒔)ᕝᑼᗈ面⥺(ᶓ⏫工༊)

事業予定地のうち、1R.17～27間(北側)の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確

認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わ

せた対応が必要である。

第30図 地᪉⾤㊰ᩚഛ工஦(㒔)ᕝᑼᗈ面⥺(ᶓ⏫工༊) 遺跡分布調査位置図

(22)┴༢道㊰ᨵ⠏工஦ ୍⯡┴道 ⪥ྲྀᚋ୕年೵㌴ሙ⥺(ᚋ୕年工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.㸮～12間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認

できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせ

た対応が必要である。

第31図 ┴༢道㊰ᨵ⠏工஦ ୍⯡┴道 ⪥ྲྀᚋ୕年೵㌴ሙ⥺(ᚋ୕年工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 භ㒓

11

1㸸25,000 ᶓᡭ

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 旧Ꮿ地・・ なし横ᡭ市平㮵町上ྜྷ田

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし⨾㒓町本ᇽ城回

(23)地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(஺㏻Ᏻ඲)(୺)ᶓᡭ東⏤฼⥺(୰ᒣ工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.６～10、13～17間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物と

もに確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖ

に合わせた対応が必要である。

第32図 地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(஺㏻Ᏻ඲)(୺)ᶓᡭ東⏤฼⥺(୰ᒣ工༊) 遺跡分布調査位置図

(24)地᪉道㊰஺௜㔠工஦୺せ地᪉道ゅ㤋භ㒓⥺(༓ᒇ第୍工༊)

事業予定地のうち中ᚰᮺ1R.42～51、63～66間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物と

も確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに

合わせた対応が必要である。

第33図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦୺せ地᪉道ゅ㤋භ㒓⥺(༓ᒇ第୍工༊) 遺跡分布調査位置図
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11

1㸸25,000 㔠ἑᮏ⏫

11

1㸸25,000 ༑ᩥ字

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし⨾㒓町上῝஭

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 旧Ꮿ地・・ なし横ᡭ市平㮵町石成

(25)┴༢道㊰ᨵ⠏工஦ ୍⯡┴道 ᕝ西භ㒓⥺(ୖ῝஭工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.21～26、30～31間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物と

もに確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要で

ある。

第34図 ┴༢道㊰ᨵ⠏工஦ ୍⯡┴道 ᕝ西භ㒓⥺(ୖ῝஭工༊) 遺跡分布調査位置図

(2�)地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(஺㏻Ᏻ඲)(୍)ᕝ㐃ቑ田平㮵⥺(▼成工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.１～10間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認で

きず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。事業の㐍ᤖに合わせた対応が

必要である。

第35図 地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(஺㏻Ᏻ඲)(୍)ᕝ㐃ቑ田平㮵⥺(▼成工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 ส࿴㔝東㒊࣭⩚ᚋ㛗㔝

１１

1㸸25,000 ᗞ✄࣭ἑ‮

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし大仙市四ࢶ屋字ࡤࡤ田

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水路、道路・・ なし湯沢市字下山㇂

(27)地᪉道㊰஺௜㔠工஦୍⯡ᅜ道105号(ࡤࡤ田工༊)

事業予定地の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、今回の対象地につ

。。いては埋蔵文化財対応は生じないと判断した 本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である

第3�図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦୍⯡ᅜ道105号(ࡤࡤ田工༊) 遺跡分布調査位置図

(28)地᪉道㊰➼ᩚഛ஦ᴗᅜ道398号(下ᒣ㇂工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.６～㸶間の㋃査をᐇ施した。調査の結果、旧地形は斜面と沢と推定さ

れ、用地ᖜが狭いため試掘調査は不要と判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第37図 地᪉道㊰➼ᩚഛ஦ᴗᅜ道398号(下ᒣ㇂工༊) 遺跡分布調査位置図
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11

1㸸25,000 㔠ἑᮏ⏫

１１

1㸸25,000 ℩‮

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ᮲㔛ไ跡 水田・・ なし 周▱の遺跡横ᡭ市ᮡ目

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・ 山ᯘ・・ なし㮵角市ඵᖭ平字ᯇ館下ࣔ平

(29)地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(஺㏻Ᏻ඲)┴道 ኱᭤ᶓᡭ⥺(ᮡ┠工༊)

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.㸶～18間の試掘調査をᐇ施した。周▱の遺跡の範囲内であるが、調査

の結果、遺構・遺物ともに確認できず、工事立会対応と判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応

が必要である。

(30)地᪉道㊰஺௜㔠工஦(஺㏻Ᏻ඲)୍⯡┴道᰿℩ᑿཤἑ⥺(ᯇ㤋工༊)

、、。、事業予定地のうち 1R.57～63間の試掘調査をᐇ施した 調査の結果 遺構・遺物とも確認できず

今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が

必要である。

第39図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦(஺㏻Ᏻ඲)୍⯡┴道᰿℩ᑿཤἑ⥺(ᯇ㤋工༊) 遺跡分布調査位置図

第38図 地᪉道㊰஺௜㔠஦ᴗ(஺㏻Ᏻ඲)┴道 ኱᭤ᶓᡭ⥺(ᮡ┠工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 㮚ᕢ西㒊࣭஧ࢶ஭

１１

1㸸25,000 ᮏⲮ

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし能代市二ࢶ஭町Ⲵ上ሙ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ 代ᐁ小路遺跡 旧ᗑ⯒近世 なし 周▱の遺跡⏤฼本荘市⿬ᑿᓮ町

(31)地᪉道㊰஺௜㔠工஦(ᨵ⠏)୍⯡┴道西┠ᒇ஧ࢶ஭⥺(Ⲵୖሙࢫࣃ࢖ࣂ)

事業予定地のうち、道路中ᚰᮺ1R.49～51間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも

に確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに

合わせた対応が必要である。

(32)地᪉⾤㊰஺௜㔠஦ᴗ㒔ᕷ計画道㊰೵㌴ሙᰤ⏫⥺(⿬ᑿᓮ⏫工༊)

事業予定地のうち、1R.15～18間(南側工区)について試掘調査をᐇ施した。周▱の遺跡の範囲内で

あるが、調査の結果、遺構・遺物とも確認できなかった。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要で

ある。

第40図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦(ᨵ⠏)୍⯡┴道西┠ᒇ஧ࢶ஭⥺(Ⲵୖሙࢫࣃ࢖ࣂ) 遺跡分布調査位置図

第41図 地᪉⾤㊰஺௜㔠஦ᴗ㒔ᕷ計画道㊰೵㌴ሙᰤ⏫⥺(⿬ᑿᓮ⏫工༊) 遺跡分布調査位置図
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１１ 1㸸25,000 北ᾆ

１１

1㸸25,000 ஧ࢶ஭

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ 地蔵ྎ遺跡 水田・・ なし 周▱の遺跡⏨㮵市⏨㮵中὾間ཱྀ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ Ⲩⷚ地・・ なし能代市二ࢶ஭町ோ㩛

(33)地᪉道㊰஺௜㔠工஦୍⯡ᅜ道101号(὾㛫ཱྀ工༊)

事業予定地のうち、本線1R.106～107間の試掘調査をᐇ施した。周▱の遺跡の範囲内であるが、調

、。、、査の結果 遺構・遺物ともに確認できず 今回の対象地については確認調査は不要と判断した 今後

事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第42図 地᪉道㊰஺௜㔠工஦୍⯡ᅜ道101号(὾㛫ཱྀ工༊) 遺跡分布調査位置図

(34)஧ࢶ஭地༊Ἑ道᥀๐

事業予定地内の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、埋蔵文化財対応

は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第43図 ஧ࢶ஭地༊Ἑ道᥀๐ 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 ᪩ཱྀ

１１

1㸸25,000 ส࿴㔝

２２

1㸸25,000 ส࿴㔝

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし大館市㛗ᆏ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

２ ᓠྜྷ川中村遺跡 墓地跡、水田
ྂ代
中世他

࢝マド状遺構、
஭ᡞ跡、土ᖌ器

周▱の遺跡大仙市༠和ᓠྜྷ川字中村

１ ・・・・・ 山ᯘ なし大仙市ᮡ山田 ・・

(35)㮚ᕢ地༊Ἑ道᥀๐

事業地中央部の工事用道路予定地について試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確

認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わ

せた対応が必要である。

第44図 㮚ᕢ地༊Ἑ道᥀๐ 遺跡分布調査位置図

(3�)㞝物ᕝἙᕝ⃭⏒⅏ᐖ対⟇≉ู⥭ᛴ஦ᴗ

事業予定地の一部について試掘調査をᐇ施した。調査の結果、周▱の遺跡１か所が事業にಀること

を確認した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第45図 㞝物ᕝἙᕝ⃭⏒⅏ᐖ対⟇≉ู⥭ᛴ஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

29



１１

1㸸25,000 ୰┤᰿

２２

1㸸25,000 ୰┤᰿

１１

２２３３

４４

1㸸25,000 ᑠᏳ Ἠ

第３章　調査の記録

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ 高㔝ྎ遺跡 ⏿、原㔝、山ᯘྂ代 周▱の遺跡⏤฼本荘市㫽ᾏ町ⓒᏯ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 山ᯘ なし東成℩村ᳺ川北ノཪ沢国有ᯘ ・・

２ 北ノཪ沢ϩ遺跡 山ᯘ 石器 新発見の遺跡東成℩村ᳺ川北ノཪ沢国有ᯘ 縄文

３ 北ノཪ沢Ϫ遺跡 山ᯘ 石器 新発見の遺跡東成℩村ᳺ川北ノཪ沢国有ᯘ 縄文

４ ・・・・・ 山ᯘ なし東成℩村ᳺ川北ノཪ沢国有ᯘ ・・

(37)㫽ᾏダ࣒建タ஦ᴗ

事業予定地の一部について試掘調査、㋃査をᐇ施した。調査の結果、周▱の遺跡１か所が事業にಀ

ることを確認した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

柱穴様ピット
㡲ᜨ器、土ᖌ器

２ ・・・・・ 山ᯘ、Ἑ川ᩜ なし・・⏤฼本荘市㫽ᾏ町ⓒᏯ

第4�図 㫽ᾏダ࣒建タ஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

(38)成℩ダ࣒建タ஦ᴗ

事業予定地のうち、北ノಛ沢、ᮌ㈫沢の୧ᓊについて試掘調査をᐇ施した。調査の結果、新発見の

遺跡２か所が事業にಀることを確認した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第47図 成℩ダ࣒建タ஦ᴗ 遺跡分布調査位置図
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１１
２２

1㸸25,000 新Ἴ࣭ส࿴㔝

３

２
１

３

１
２

1㸸25,000 下ᒾᕝ࣭᳃ᓅ࣭㮵Ώ࣭ᑠཪཱྀ

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ Ⲩⷚ地・・ なし大仙市༠和下ᾷ川㐂田

２ ・・・・・ 水田、山ᯘ・・ なし大仙市༠和小種

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし三種町下ᒾ川達Ꮚ

２ ・・・・・ 水田・・ なし三種町下ᒾ川館ノ下

３ ・・・・・ 水田・・ なし三種町下ᒾ川㛗面

(39)ᗈ域Ἑᕝᨵಟ工஦୍⣭Ἑᕝᾷᕝ

事業予定地のうち、1R.１～11、27～37間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認

できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせ

た対応が必要である。

第48図 ᗈ域Ἑᕝᨵಟ工஦୍⣭Ἑᕝᾷᕝ 遺跡分布調査位置図

(40)Ἑᕝᨵಟ工஦ ୕✀ᕝ

事業予定地のうち、７工区達Ꮚ上流1R.107～113間、９工区館ノ下1R.118㸩25.80～120間、11工区

㛗面1R.162～170間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、今回の対象地

については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第49図 Ἑᕝᨵಟ工஦ ୕✀ᕝ 遺跡分布調査位置図
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11

1㸸25,000 ᶓᡭ

11

1㸸25,000 ゅ㛫ᕝ࣭ὸ⯙

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし横ᡭ市大᳃上溝

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ឡ᏾山遺跡
ᮅⲡส城跡

山ᯘ縄文、ྂ代
中世

なし 周▱の遺跡横ᡭ市╬成字城付

(41)㏻ᖖ◁㜵工஦(ୖෆ⏫１)

、。事業予定地の一部について試掘調査をᐇ施した 周▱のឡ᏾山遺跡・ᮅⲡส城跡の範囲内であるが

調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、今回の対象地について埋蔵文化財対応は生じないと判断し

た。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第50図 ㏻ᖖ◁㜵工஦(ୖෆ⏫１) 遺跡分布調査位置図

(42)Ἑᕝ⅏ᐖ᚟旧ຓ成஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ୖ溝ᕝ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.15～54間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認

できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢であ

る。

第51図 Ἑᕝ⅏ᐖ᚟旧ຓ成஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ୖ溝ᕝ 遺跡分布調査位置図
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11
ᅵᓮ

1㸸25,000 ᅵᓮ

11

1㸸25,000 ส࿴㔝

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 山ᯘ、旧Ꮿ地・・ なし秋田市㔠㊊片田

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし大仙市༠和下ᾷ川

(43)⅏ᐖ対⟇➼⥭ᛴ工஦ 㤿㋃ᕝ

事業予定地のうち中ᚰᮺ1R.15～31間について試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに

確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢

である。

第52図　⅏ᐖ対⟇➼⥭ᛴ工஦　㤿㋃ᕝ　遺跡分布調査位置図

(44)Ἑᕝ⅏ᐖ㛵㐃஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ᾷᕝ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.92～109間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認

できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢であ

る。

第53図 Ἑᕝ⅏ᐖ㛵㐃஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ᾷᕝ 遺跡分布調査位置図
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11 1㸸25,000 ส࿴㔝東㒊

11

1㸸25,000 ᝏᡞ㔝࣭኱᭤

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水田・・ なし大仙市南外字十二⿄

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 山ᯘ、水田・・ なし大仙市ส和㔝字水ᑻ川向大道東

(45)Ἑᕝ⅏ᐖ㛵㐃஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ᅵ㈙ᕝ

事業予定地のうち、中ᚰᮺ1R.49～60間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認

できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢であ

る。

第54図 Ἑᕝ⅏ᐖ㛵㐃஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ᅵ㈙ᕝ 遺跡分布調査位置図

(4�)Ἑᕝ⅏ᐖ᚟旧ຓ成஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ᴍᒸᕝ

事業予定地の下流部について中ᚰᮺ1R.20～34間の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物と

も確認できず、今回の対象地については埋蔵文化財対応は生じないと判断した。今後、上流部につい

て事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第55図 Ἑᕝ⅏ᐖ᚟旧ຓ成஦ᴗ ୍⣭Ἑᕝ ᴍᒸᕝ 遺跡分布調査位置図
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第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ 水路・・ なし横ᡭ市大雄東ᱜ᳃～上ᱜ᳃

３ ・・・・・ 水路・・ なし横ᡭ市雄物川町会塚

４ ・・・・・ 水路・・ なし横ᡭ市雄物川町἟館

５ ・・・・・ 水路・・ なし横ᡭ市雄物川町南形

２ ᯽ᮌ遺跡 水路
縄文
平安

なし 周▱の遺跡横ᡭ市大雄字᯽ᮌ

(47)ᶓᡭ西㒊農ᴗ水฼஦ᴗ

事業予定地の一部について㋃査をᐇ施した。調査の結果、周▱の遺跡１か所が事業にಀることを確

認した。今後、事業の㐍ᤖに合わせた対応が必要である。

第5�図 ᶓᡭ西㒊農ᴗ水฼஦ᴗ 遺跡分布調査位置図
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1㸸25,000 ኴ平†

１１

1㸸25,000 ኴ平†

第３章　調査の記録　

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ 大印Ａ遺跡 山ᯘ縄文 なし 周▱の遺跡北秋田市᳃ྜྷ町国有ᯘ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ 小ཪ川遺跡 山ᯘ縄文 なし 周▱の遺跡北秋田市᳃ྜྷ町国有ᯘ

(48)❧ᮌ㈍኎஦ᴗ

事業予定地の試掘調査をᐇ施した。周▱の遺跡の範囲内であるが、調査の結果、遺構・遺物とも確

認できず、今回の対象地については確認調査は不要と判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせ文化財保

護ἲ第93᮲のᡭ続きが必要である。

第57図 ❧ᮌ㈍኎஦ᴗ 遺跡分布調査位置図

(49)〇ရ⏕⏘ㄳ㈇஦ᴗ

事業予定地の試掘調査をᐇ施した。周▱の遺跡の範囲内であるが、調査の結果、遺構・遺物とも確

認できず、今回の対象地については確認調査は不要と判断した。今後、事業の㐍ᤖに合わせ文化財保

護ἲ第94᮲のᡭ続きが必要である。

第58図 〇ရ⏕⏘ㄳ㈇஦ᴗ 遺跡分布調査位置図
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１１

1㸸25,000 ⩚ᚋ࿴田

１１

1㸸25,000 ᮏⲮ

第１節　遺跡分布調査

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ ⏿・・ なし秋田市雄和ᳺ川字ዟᳺᓃ

所在地 時代 備考遺構・遺物現ἣ遺跡名θ

１ ・・・・・ Ⲩⷚ地・・ なし⏤฼本荘市୓㢪ᑎ字小☾㔝

(50)බົဨᐟ⯋ᩚഛ

事業予定地の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、埋蔵文化財対応は

生じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第59図 බົဨᐟ⯋ᩚഛ 遺跡分布調査位置図

(51)ᮏⲮ工ᴗᅋ地地ᙧ㊰⥺測㔞ᴗົ

事業予定地の試掘調査をᐇ施した。調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生

じないと判断した。本事業についての埋蔵文化財にಀる対応は⤊஢である。

第�0図 ᮏⲮ工ᴗᅋ地地ᙧ㊰⥺測㔞ᴗົ 遺跡分布調査位置図
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第３章　調査の記録

第２節　遺跡確認調査

１　県・市連携文化施設整備事業

ஂಖ田ᇛ跡（平成29年度調査分）

秋田県秋田市千秋明徳町204ほか１ 遺跡ᡤᅾ地

平成30年２月５日～２月㸶日２ 確認調査ᮇ㛫

12,100㎡３ 確認調査対象面✚

12,100㎡４ 工஦༊域ෆ遺跡面✚

12,100㎡５ 工஦༊域ෆせᮏ発᥀調査面✚

６ 遺跡の❧地と⌧ἣ

ａ 立地

遺跡は、㹈㹐秋田㥐の西0.5Nmに位⨨し、᪫川ᕥᓊの千秋බᅬྎ地南端部の標高11ｍ前後の平ሙに

ある。久保田城跡は、佐➉Ặが⊂立したྎ地と周㎶のἙ川や低‵地を฼用し築城（1603～1604年）し

た近世城㒌跡である。外堀（穴㛛の堀）の西側は旧町内名の「ྂ川堀反」が示すように᪫川の旧Ἑ道

を฼用したものである。

ｂ 現ἣ

調査対象である県Ẹ会館㥔㌴ሙは、久保田⸬の家⪁⫋にあった῰Ụ家の屋ᩜ地東側にあたるሙ所

である。⤮図によると、東側縁㎶部には屋ᩜに伴う土ሠがあり、一部途切れた⟠所には㛛等の施設が

建てられていた可能性がある。

７ 確認調査の᪉ἲ

トで⯒⿦された県Ẹ会館㥔㌴ሙの５か所に、ᖜ１ｍ、㛗さ２～３ｍのトレンチを設定しࣝ࢓スフ࢔

た。路面࢝ッターで࢔スフࣝ࢓トに切り目を入れ、それ௨下を㔜機により掘๐した。トレンチの῝さ

がいずれも２ｍ௨上あったことから、土ᒙの記録については、地上から壁面を目どしたり、掘り上ࡆ

られた土をほᐹしたりして行った。トレンチ番号は、平成29年11月の確認調査で付した番号（１～５）

に続く、６番௨降の番号を付した。調査後は、㔜機により埋め戻し、㌿ᅽ機Ეにより㌿ᅽを行い、㝖

ཤした࢔スフࣝ࢓トのཌさ分のพみには○石を補඘した後、再度㌿ᅽ機Ეにより㌿ᅽを行った。ᐇ質

調査面積は11㎡で、前回調査分（16.1㎡）と合ィすると27.1㎡となり、確認調査対象面積の0.22㸣で

ある。

８ 確認調査の結果

ａ ᒙᗎ

Ϩａᒙ

Ϩｂᒙ

Ϩｄᒙ

Ϩ㹣ᒙ

Ϩ㹥ᒙ

ϩａᒙ

トࣝ࢓スフ࢔

○石

トࣝ࢓スフ࢔

○石

◁

〓Ⰽ⢓質シࣝト

６～10トレンチ

６～10トレンチ

６～10トレンチ

６～10トレンチ

６～10トレンチ

６～10トレンチ

ᒙཌ５੉

ᒙཌ５～10੉

ᒙཌ２～５੉

ᒙཌ10੉

ᒙཌ10～20੉

ᒙཌ㸮～80੉

38



第２節　遺跡確認調査

ͤϨｃᒙ（◁）ཬࡧϨ㹤ᒙ（㯮〓Ⰽシࣝト）は2017年11月の調査で検出したᒙで、今年度調査区内では確認できなかった。

Ϩ～Ϭᒙは、出土遺物から近現代の整地地業により形成されたと考えられる。Ϩᒙのうち、６～㸶

トレンチの２ᯛ目の⯒⿦面（Ϩｄᒙ）は、県Ẹ会館建築（᫛和36年❹工）当初の㥔㌴ሙのためのもの

と考えられる。ϩᒙは、コンࢡリートࣟࣈッࢡ、スレート、タイࣝ等、かつてこのሙ所にあった秋田

県බ会ᇽ・秋田県記ᛕ館の建築部材と考えられるものをྵんだ土である。

ϭᒙ上面で検出した直径約60Fmをィる円形のᬯ〓Ⰽ土ࣉランは、柱痕跡のある柱穴様ピットの可能

性が高い。ϭᒙは、ᒙ中より近世陶磁器が出土していることから、土ሠ内側の平ሙがᒃఫ地として౑

われるようになった後で形成されたと考えられ、近世になって２回目௨降の盛土地業ᒙと推定される。

一方、Ϯᒙは、地山であるϯᒙの直上にあることや近世陶磁器等の遺物が出土していないこと等から、

近世城㒌๰建期の盛土地業である可能性が高い。なお、10トレンチにおいては、ϯᒙを確認すること

が出来なかった。๰建期の盛土地業が῝いレ࣋ࣝまでཬんでいる可能性がある。

これまでの試掘・確認調査により、調査対象範囲の北側を㝖く広範囲において、整地地業ᒙを確認

することが出来た。

ｂ 検出遺構と出土遺物

全トレンチにおいて整地地業ᒙが認められ、近世陶磁器等の遺物が出土した。また、６トレンチで

は柱穴様ピット、10トレンチでは性格不明遺構をそれࡒれ検出した。近世陶磁器は10トレンチのϬ・

Ϯᒙのቃからከく出土した。

９ ᡤ見

ａ 遺跡の種㢮

周㎶の地形や検出遺構から、遺跡は千秋බᅬྎ地ཬࡧ周㎶に広がる近世の城㒌跡である。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

遺構や整地地業ᒙが確認されたことにより、周▱の遺跡「久保田城跡」範囲内にある工事区域（調

査対象範囲）の全域が本発掘調査必要範囲となる。前回の結果報告で示した面積は、本事業概⟬積⟬

時にᥦ示された11,600㎡を引用したものであり、今回の確認調査に伴い本発掘調査必要範囲を再度ィ

測したところ12,100㎡となり、今後はこの面積を౑用することとした。

ｃ 発掘調査時に予想される遺構・遺物

これまでの試掘・確認調査結果と同様、整地地業ᒙ上に構築された近世の遺構群が検出される可能

性が高い。

Ϫ　ᒙ

ϫ　ᒙ

Ϭ　ᒙ

ϭ　ᒙ

Ϯ　ᒙ

ϯ　ᒙ

青⅊Ⰽ⢓質シࣝト

〓Ⰽ⢓質シࣝト

〓Ⰽ⢓質シࣝト

ᬯ〓Ⰽ⢓質シࣝト

〓Ⰽ⢓質シࣝト

〓Ⰽ⢓質シࣝト

６～10トレンチ

６トレンチ

６～10トレンチ

６トレンチ

７～10トレンチ

６～９トレンチ

ᒙཌ㸮～30੉

ᒙཌ30੉

ᒙཌ40～50੉

ᒙཌ70੉

ᒙཌ70～100੉

地山
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第 �1 図　ஂಖ田ᇛ跡範囲と調査対象範囲
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第２節　遺跡確認調査

Ϯ

ϭ

Ϭ

ϫ

Ϫ

ϩ

㸿（６）

ϨG

ϨD

ϨH

ϨJ

ϨE

Ϫ

Ϭ

Ϯ

ϯ

㹀（７）

ϨD
ϨE
ϨG

ϨH

ϨJ

Ϫ

Ϭ

Ϯ

ϯ

㹁（８）

ϨD
ϨE
ϨG

ϨH

ϨJ

Ϫ

Ϭ

Ϯ

㹃（10）

ϨD

ϨJ

Ϫ

Ϭ

Ϯ

ϯ

㹂（９）

ϨD

ϨE ϨE

ϨJ

㸮

－0.5ｍ

－1.0ｍ

－1.5ｍ

－2.5ｍ

－2.0ｍ

ͤ　ϯᒙ（地山）上面は地表面から２ｍ前後と῝く、トレンチ内࡬の立ち入りは༴㝤であるため、

　　῝ᒙ部の調査は地上からの断面のほᐹに␃めた。

トࣝ࢓スフ࢔ ○石 ◁

（ͤ　）内の数字はトレンチ番号

第�2図　ஂಖ田ᇛ跡ᇶᮏᒙᗎ図
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第３章　調査の記録　

第 �3 図　ஂಖ田ᇛ跡確認調査結果とせᮏ発᥀調査範囲図
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調査状ἣ

（北東から）

９トレンチ

ᅵᒙ᩿面

（南から）

６トレンチ

ᰕ穴検出状ἣ

（南から）

43



第３章　調査の記録　

２ 国道７号遊佐象潟道路事業

⚄田遺跡

秋田県にかほ市象潟町洗釜字神田30ほか

平成30年７月17日～７月31日

6,520㎡

6,520㎡

5,250㎡

ａ 立地

遺跡は、㹈㹐⩚㉺本線上὾㥐から北東約800ｍに位⨨し、㫽ᾏ山から東西方向にのࡧるྎ地のᮎ端に

位⨨している。このྎ地の縁には⁥落ᓴが複数確認でき、遺跡の北0.8੊の位⨨には、ዉ᭮川が西流

し、日本ᾏ࡬とὀࡄ。遺跡の周㎶には、複数の沢状地形が確認できる。

神田遺跡の南東1.3੊に位⨨するࣤフ࢟遺跡は、３次にわたり発掘調査が行われ、縄文時代前期か

らᬌ期、平安時代、中・近世にかけて、断続的に存在していたことが明らかになっている。

ｂ 現ἣ

現在、調査対象範囲周㎶は原㔝と水田になっている。水田は標高により、上段と下段に区別した。

７ 確認調査の᪉ἲ

調査は地形を考៖してᖜ１～1.5ｍのトレンチを設定し、トレンチ内での見ᴟめが困難なሙ合は必

要に応じて範囲をᣑᙇし、遺構・遺物の有無を確認した。トレンチの掘๐は㔜機と人ຊで行った。調

査の記録は、検出遺構と出土遺物の位⨨を示す平面図ཬࡧ⡆᫆土ᒙ図のస成とデࢪタࣝ෗┿᧜ᙳによ

って行った。トレンチの⥲数はィ22本、ᐇ質調査面積は530㎡で、調査対象面積の8.1㸣に相当する。

８ 確認調査の結果

ａ ᒙᗎ

遺跡内の基本ᒙᗎは次の㏻りである。

原㔝（７～10・22トレンチ）

Ϩᒙ ᬯ〓Ⰽシࣝト（10<53/3）締まりᙉ ⢓性ややᙅ ᒙཌ10～20cm 表土

ϩᒙ ᬯ〓Ⰽシࣝト（10<53/3）締まりᙉ ⢓性中 ᒙཌ10～30cm 遺物ໟྵᒙ

Ϫᒙ ᬯ〓Ⰽシࣝト（10<53/3）締まり中 ⢓性ややᙅ ᒙཌ４～25cm ₞⛣ᒙ

ϫᒙ 㯤〓Ⰽシࣝト（10<55/8）締まりᙉ ⢓性中 ᒙཌ５cm～ 地山

水田上段（１～６・11～15・21トレンチ）

Ϩᒙ ⅊㯤〓Ⰽ⢓土（10<54/2）締まりややᙅ ⢓性ᙅ ᒙཌ７～25Fm ⪔స土

ϩᒙ 㯮〓Ⰽシࣝト（2.5<3/2）締まりややᙉ ⢓性ややᙉ ᒙཌ５～43cm 造成土

Ϫᒙ 〓Ⰽシࣝト（10<54/6）締まりややᙉ ⢓性中 ᒙཌ46～95Fm 基┙造成土

ϫᒙ にぶい㯤〓Ⰽシࣝト～⢓土（10<54/3）締まりややᙉ ⢓性ᙉ ᒙཌ３～20Fm 旧表土

Ϭᒙ ᬯ〓Ⰽシࣝト（10<53/4）締まりややᙉ ⢓性ややᙅ ᒙཌ13～30Fm 遺物ໟྵᒙ

ϭᒙ ᬯ〓Ⰽシࣝト（10<53/3）締まり中 ⢓性ややᙅ ᒙཌ15cm ₞⛣ᒙ

１　遺跡ᡤᅾ地

２　確認調査ᮇ㛫

３　確認調査対象面✚

４　工஦༊域ෆ遺跡面✚

５　せᮏ発᥀調査面✚

６　遺跡の❧地と⌧ἣ
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第２節　遺跡確認調査

Ϯᒙ ᬯ⅊㯤Ⰽ⢓土（2.5<4/2）締まりᙉ ⢓性ᙉ ᒙཌ５cm～ 地山

ϯDᒙ ᬯ〓Ⰽシࣝト質礫（10<53/3）締まりややᙉ ⢓性中 円礫主య ᒙཌ５Fm～ 遺物ໟྵᒙ

ϯEᒙ 㯤〓Ⰽシࣝト質礫（10<55/8）締まりᙉ ⢓性中 60cm大の円礫主య ᒙཌ５cm～ 地山

水田下段（16～20トレンチ）

Ϩᒙ ⅊㯤〓Ⰽ⢓土（10<54/2）締まりややᙅ ⢓性ᙅ ᒙཌ10～25Fm ⪔స土

ϩᒙ 㯮〓Ⰽシࣝト（2.5<3/2）締まりややᙉ ⢓性ややᙉ ᒙཌ13～46Fm 造成土

Ϫᒙ 㯮〓Ⰽ⢓質シࣝト（10<53/2）締まりᙉ ⢓性ややᙉ ᒙཌ14cm 旧⪔స土

ϫᒙ ᬯ⅊㯤Ⰽ⢓土（2.5<4/2）締まりᙉ ⢓性ᙉ ᒙཌ５cm～ 地山

水田上段の現地表面は水平に造成されているものの、造成前は北東側が沢状地形で、中央北側が高

くなる地形であったと考えられる。そのため、造成時に北東側௨外は当時の旧表土（ϫᒙ）௨下が๐

平をཷけ、地形が高くなっていた中央北側は特に大きく๐平をཷけたために、表土であるϨ・ϩᒙ直

下に礫ᒙ（ϯEᒙ）が㟢出する。北東側は沢状地形のため造成による๐平をཷけず、さらに基┙造成

土がཌく盛られたため、旧表土（ϫᒙ）や遺物ໟྵᒙ（Ϭ・ϯDᒙ）がṧ存したと考えられる。ϯDᒙ

は本来はϯEᒙと同じ礫ᒙであったが、水流による౵㣗により土壌分が流されて礫のみがṧされ、そ

の後に堆積した⭉᳜土とともに、礫の㝽間を埋めるように遺物ໟྵᒙが形成されたと考えられる。水

田下段の現地表面はϩᒙにより水平に造成されており、遺物ໟྵᒙཬࡧ旧表土は、⪔సと造成による

๐平によりኻわれている。

ｂ 検出遺構と出土遺物

調査の結果、竪穴建物跡６棟、土器埋設遺構１基、土坑６基、柱穴様ピット12基が確認された。竪

穴建物跡はいずれも形状や規模は不明だが、確認された壁高は30～40cmである。遺構埋土がṧ存しな

いものは、⅔や柱穴様ピットが確認できたため竪穴建物跡と判断した。⅔は複ᘧ⅔、土器埋設⅔、土

器埋設石囲⅔とᛮわれるものが確認された。原㔝で確認された土坑２基は、いずれも確認面に30～40

cm大の礫を㓄しているため、㓄石墓の可能性がある。遺物は縄文土器、石器の他、土製品が水田上段

北東側の沢状地形にṧ存するໟྵᒙ（Ϭ・ϯDᒙ）からከく出土した。

９ ᡤ見

ａ 遺跡の種㢮

検出遺構と出土遺物から、縄文時代中期～後期にかけての集落跡と考えられる。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

本確認調査により、水田上段ཬࡧ原㔝からは、広く遺構・遺物が確認できたため、本発掘調査が必

要である。水田下段は造成土中からࡈくᑡ㔞の遺物が確認されたが、ໟྵᒙが大きく๐平をཷけ、遺

構が確認されなかったため、要本発掘調査範囲から㝖外した。要本発掘調査面積は5,250㎡となる。

ｃ 発掘調査時に予想される遺構・遺物

確認調査結果から、水田上段では竪穴建物跡、土坑、柱穴様ピット、原㔝では竪穴建物跡、土坑墓

、。。群等の検出が予想される 地点によりᕧ大な円礫～ள円礫をྵむϯEᒙが表土直下に㟢出する また

水田上段北東側の範囲は大きく盛土造成されているため、大規模な造成土㝖ཤが必要である。遺物は

縄文時代中期後༙の土器、石器がከ㔞に出土すると予想される。
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第３章　調査の記録　

第�4図　⚄田遺跡位置図

第�5図　⚄田遺跡推ᐃ範囲と確認調査対象範囲図
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第２節　遺跡確認調査
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凡　例

　　（遺構） 　 （遺物）

竪穴建物跡　ڦ

土坑　ە
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 土器埋設遺構　ۂ

a　縄文土器
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ໟྵᒙṧ存推定ライン

・数字はトレンチ番号

ットの大文字は࣋࢓フࣝ࢔・
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要本発掘調査範囲

表土直下ϯEᒙ㟢出推定範囲

第３章　調査の記録　

第�7図　⚄田遺跡確認調査結果とせᮏ調査対象範囲図
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第２節　遺跡確認調査

１トレンチ
Ϭ࣭ ϭᒙ確認状ἣ
（南東から）

２࣭３トレンチ
」ᘧ⅔検出状ἣ
（南東から）

９トレンチ
竪穴建物跡
᩿面確認状ἣ
（南から）
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第３章　調査の記録

３ 一般国道７号能代地区事故対策事業

高ሮ遺跡

秋田県能代市字高塙154－１遺跡ᡤᅾ地１

平成30年７月６日・７月９日２ 確認調査ᮇ㛫

470㎡３ 確認調査対象面✚

470㎡４ 工஦༊域ෆ遺跡面✚

㸮㎡５ せᮏ発᥀調査面✚

６ 遺跡の❧地と⌧ἣ

ａ 立地

遺跡は秋田県立能代高等学ᰯから北に約250ｍ、国道７号線と⩚ᕞ⾤道が஺差する地点に所在す

る。⡿代川からは直線㊥㞳で約800ｍ㞳れるが、地形分㢮上は◁礫段ୣにᒓし、地形区分では⡿代

川下流ᕥᓊ低地に立地する。遺跡名になっている「たかはな」という地名は低地に✺き出た微高

地につけられるሙ合があり、ᐇ際の地形と合⮴している。

高塙遺跡が所在する⡿代川ᕥᓊには、遺跡から北東約800ｍにோ஭田ⓑ山遺跡が位⨨する。遺構

は確認されていないが、㡲ᜨ器⣔中世陶器の᧧㖊が出土しており、その中でも完形の᧧㖊が能代

市の文化財にᣦ定されている。

ோ஭田ⓑ山遺跡の西㞄には新山前遺跡が位⨨する。遺構は確認されていないが、縄文土器片・

土ᖌ器・㡲ᜨ器⣔中世陶器の᧧㖊片などが出土している。特に᧧㖊はோ஭田ⓑ山遺跡で出土して

いるものと同質のもので、二遺跡の関連がうかがわれる。

近世能代の中ᚰ部は⡿代川Ἑཱྀ付近にႠまれ、現在の市⾤地に㔜なる。能代ዊ行が໅ົした在

ᗓ屋や⸬主が能代をゼれた際に入るᚚఇ所は現在の能代市ᙺ所本庁⯋西側にあたり、この付近が

ᐁ庁⾤となっていた。高塙遺跡はそこから約3.5Nm㞳れているため、町はずれの㎰村に位⨨して

いたと考えられる。近世௨前は⡿代川Ἑཱྀから約12Nm内㝣に位⨨するᷓ山地区が中ᚰとなってい

た。ᷓ山城はᷓ山川の発するୣ㝠部に位⨨する中世城館で、᫛和48年に県ྐ跡にᣦ定された後、

᫛和55年に「ᷓ山安東Ặ城館跡」のひとつとして国ྐ跡にᣦ定された。築城された時期は明確で

はないが、明応４年（1495）とするのが㏻ㄝで、城は本୸や無数の᭤㍯、✵堀などからなり、一

つの山ሢがほぼ୸ࡈと฼用されている城館で、現在能代市教委による調査が㐍められている。

ᷓ山地区は代々安東Ặのᒃ城のもと、城下町が形成されていくが、佐➉Ặの入部の後、ᷓ山城

は元和６年（1620）に◚༷され、所㡸としてᷓ山地区に入ったከ㈡㇂Ặにより἞められた。

ｂ 現ἣ

調査対象区域は平坦な造成地であり、造成により旧地形は確認できない。

７ 確認調査の᪉ἲ

調査はトレンチ調査を基本とし、1.5ｍᖜでトレンチを設定した。まず分布調査時に確認されていた

造成土を㔜機で㝖ཤし、造成土直下の㯤〓Ⰽ⢓質シࣝトᒙで遺構・遺物の有無を確認した。遺構・遺

物は確認できず、ࢽࣅーࣝ片のΰ入があるためᏯ地造成前の旧⪔స土と判断し、地山である⅊Ⰽシࣝ

トᒙまで掘り下ࡆ、再度遺構・遺物の確認を行った。地山が平面上で確認できたところでトレンチ内
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部の⢭査を行い、柱状図స成、෗┿᧜ᙳを行った。トレンチの⥲数はィ７本、ᐇ質調査面積は63.45

㎡で、調査対象面積の13.5㸣に相当する。

８ 確認調査の結果

ａ ᒙᗎ

遺跡内の基本ᒙᗎは次の㏻りである。

Ϩaᒙ ࢜リーࣈ㯮Ⰽ◁礫 (10<3/1）締まりᙅ　⢓性ᙅ　ᒙཌ14～25੉　○石をከくྵむ造成土

ϨEᒙ 〓Ⰽ◁質シࣝト（10<54/4）締まりᙅ ⢓性ᙅ ᒙཌ10～25Fm 㯮〓Ⰽ土（10<53/1）を

５㸣ྵむ 造成土

ϩᒙ 〓Ⰽ◁（10<54/4）締まりややᙉ ⢓性ややᙅ ᒙཌ26～61Fm 〓Ⰽ⢓土（7.5<54/6）ࣈ

ࣟッࢡをᩬ状にྵむ 造成土

Ϫaᒙ 㯤⅊Ⰽ⢓質シࣝト（2.5<4/1）締まりややᙉ ⢓性ᙉ ᒙཌ15～26Fm 㓟化㕲を⦪➽状に

ྵむ ーࣝがΰじるࢽࣅ 旧⪔స土

ϪEᒙ ᒙཌ10～15Fm Ϫaᒙ下༙にみられる㗟床ᒙ

ϫᒙ 㯮Ⰽ⢓土（５<2/1）締まりややᙉ ⢓性ᙉ ᒙཌ５～42Fm ᩬ状に㯮Ⰽシࣝトをྵむࣅ

ーࣝがΰじるࢽ 基┙造成土

Ϭᒙ ⅊Ⰽシࣝト質◁（7.5<5/1）締まりᙉ ⢓性ᙅ ᒙཌ㸶～30Fm 造成前の地山

ϭᒙ ⅊Ⰽ◁（7.5<5/1）‪水あり 地山

Ϩ・ϩᒙは現代のᏯ地造成土である。調査区全యで確認でき、ほぼ均一のཌさで堆積している。Ϫ

a・Eᒙは旧⪔స土とその㗟床ᒙとみられ、所々ࢽࣅーࣝ片がΰ入する。ϫᒙは水田を造成する際に盛

られた基┙造成土と考えられ、Ϭᒙの土をᩬ状にྵむことからϬᒙを๐平した土で造成したものと考

えられる。Ϭ・ϭᒙは地山の⢓土ᒙで、西側から東側࡬と下がっていく様Ꮚが確認できた。調査区北

側に川が流れており、川に向かってもᚎ々に下がっていくものとᛮわれる。

ｂ 検出遺構と出土遺物

調査の結果、調査対象範囲内で遺構は検出されなかった。分布調査時に近世陶磁器ཬࡧᮌᮺが検出

されているが、本調査で確認したところ旧⪔స土であるϪaᒙからの出土と考えられ、遺跡に伴うも

のではないと判断した。遺物は５トレンチのϪaᒙから近世磁器が一点のみ出土した。

９ ᡤ見

ａ 遺跡の種㢮

確認調査では遺跡の性格が判断できる遺構は検出できなかった。地山であるϬ・ϭᒙの様相から判

断すると、南から北側または西から東側に向かって下がる低‵地ᖏと考えられ、集落の中ᚰはより南

側に存在すると推定される。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

今回の確認調査対象範囲では、遺構が確認されず、遺物ໟྵᒙも存在しないため、工事区域内につ

いて、本発掘調査の必要はないと判断される。
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第 �9 図　高ሮ遺跡推ᐃ範囲と調査対象範囲

第 �8 図　高ሮ遺跡位置図
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調査༊㐲ᬒ
（東から）

３トレンチ඲ᬒ
（西から）

４トレンチ᩿面
（南から）
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４ 国道13号横堀道路改築事業

㉥ሯ遺跡

秋田県湯沢市横堀字赤塚174ほか１ 遺跡ᡤᅾ地

平成30年９月25日～10月４日２ 確認調査ᮇ㛫

6,720㎡３ 確認調査対象面✚

6,720㎡４ 工஦༊域ෆ遺跡面✚

6,720㎡５ せᮏ発᥀調査面✚

６ 遺跡の❧地と⌧ἣ

ａ 立地

遺跡は湯沢市立雄຾中学ᰯから南に300ｍに位⨨している。西をᙺ内川、東を小比内山北西〈

部にᣳまれた低地ᡪ状地・Ἑ原または◁堆地にᒓし、遺跡範囲の大༙はἙ原、◁堆地に分㢮され

る。

遺跡周㎶ではከくの遺跡が確認されている。ᙺ内川の୧ᓊにはいくつかの縄文遺跡が所在し、

中世・近世になると山間の地形を฼用した城館跡がከく築かれる。また、当遺跡の東側に㞄᥋す

る山〈には県ᣦ定ྐ跡である☻ᓴが存在する。角㛝安山ᒾのᒾ壁を⯚形ග⫼状にຍ工し、㜿ᘺ㝀

ዴ来等を表すᲙ字が้まれている。その下には「元஽二年（1322）஬月」の㖭があり、造Ⴀ年代

がわかる☻ᓴでは県内᭱ྂのものである。

ｂ 現ἣ

調査対象範囲は水田・⏿地で、ఇ⪔地となっている。

確認調査の᪉ἲ７

調査はトレンチ調査を基本とし、㔜機を用い２ｍᖜのトレンチを設定した。調査にあたっては、ま

ず分布調査時に確認された⪔స土と旧⪔స土を㝖ཤし、遺構・遺物およࡧໟྵᒙの有無を確認した。

地点によっては旧⪔స土下に造成土が存在していたため、そのሙ合は造成土を㝖ཤした後、再度遺構

確認を行った。また、調査区中央部から南側にかけてὥ水堆積ᒙが確認されたため、その下位につい

ても遺構確認を行った。遺構検出面を確認した後にトレンチ内部の⢭査を行い、෗┿᧜ᙳ・土ᒙ柱状

図స成を行った。トレンチの⥲数は13本、ᐇ質調査面積は628㎡で調査対象面積の9.3㸣に相当する。

８ 確認調査の結果

ａ ᒙᗎ

遺跡内のᒙᗎには調査区の西側を流れるᙺ内川のỏ℃によるὥ水堆積ᒙがྵまれており、特に西側

調査区で㢧著である。調査区は本来、中央部が高く、東西が低い┪状の地形だったと考えられ、東端

部には平坦地確保のために造成土が比較的ཌく盛られている。

Ϩᒙ ᬯ࢜リーࣈ〓Ⰽ⢓質シࣝト(2.5<3/3）締まりᙅ ⢓性中 ᒙཌ㸶～30੉ ⪔స土

᳜物根を30㸣ྵむ 表土

ϩᒙ にぶい㯤〓Ⰽシࣝト（10<55/4）締まりᙅ ⢓性ᙅ ᒙཌ５～78Fm 旧⪔స土

◁฼（ȭ１～３Fm）をከ㔞ྵむ Ⅳ化物（ȭ１～２mm）を２㸣ྵむ 遺物出土あり

Ϫᒙ にぶい㯤ᶳⰍ◁質シࣝト（10<57/4）締まり中 ⢓性ᙅ ᒙཌ５～65Fm 造成土
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ᬯ࢜リーࣈ〓Ⰽシࣝト（2.5<3/3）をᩬ状に10㸣ྵむ Ⅳ化物（ȭ１mm）を５㸣ྵむ

ϫaᒙ ᬯ〓Ⰽ◁質シࣝト（10<53/3）締まりᙉ ⢓性ᙉ ᒙཌ14～32Fm ὥ水堆積ᒙ１

〓Ⰽ◁質シࣝト（10<54/6）とにぶい㯤ᶳⰍ◁質シࣝト（10<56/4）がラ࣑ࢼ状に堆積す

る 一部ࢢライ化し、青⅊Ⰽを࿊す Ⅳ化物を⢏状に10㸣ྵむ

ϫEᒙ にぶい㯤ᶳⰍ◁質シࣝト（10<57/4）締まり中 ⢓性ᙅ ᒙཌ５～65Fm ὥ水堆積ᒙ２

ᬯ࢜リーࣈ〓Ⰽシࣝト（2.5<3/3）をᩬ状に10㸣ྵむ Ⅳ化物（ȭ１mm）を５㸣ྵむ

ϫFᒙ 明㯤〓Ⰽ⢒⢏◁(2.5<6/6）締まりᙅ ⢓性ᙅ ᒙཌ26੉ ὥ水堆積ᒙ３

中礫（ȭ１～３Fm）を20㸣にྵむ 下ᒙは㓟化㕲のᙳ㡪で赤〓Ⰽにኚ化

ϫdᒙ にぶい㯤Ⰽ⢒⢏◁（2.5<6/3）締まりᙅ ⢓性ᙅ ᒙཌ18Fm ὥ水堆積ᒙ４

ϫHᒙ 㯮〓Ⰽ⢓質シࣝト（10<53/2）締まり中 ⢓性ᙉ ᒙཌ４Fm ὥ水堆積ᒙ５

Ⅳ化物を⢏状に30%ྵむ

ϫfᒙ ὸ㯤Ⰽ⢓質シࣝト（2.5<7/3）締まり中 ⢓性ᙉ ᒙཌ５～30Fm ὥ水堆積ᒙ６

Ⅳ化物を⢏状に３㸣ྵむ 㓟化㕲を➽状にྵむ

ϫgᒙ 㯮〓Ⰽ⢓質シࣝト（10<53/2）締まりややᙉ ⢓性ᙉ ᒙཌ14Fm ὥ水堆積ᒙ７

Ϭᒙ 㯮〓Ⰽ⢓質シࣝト（2.5<3/2）締まりᙅ ⢓性ᙉ ᒙཌ３～30Fm 遺物ໟྵᒙ

微細な土器片を３㸣ྵむ Ⅳ化物を⢏状に５㸣ྵむ 〓⅊Ⰽ⢓土ࣟࣈッ（54/1>10）ࢡを５

㸣ྵむ、地点によりにぶい㯤ᶳⰍ◁質シࣝト（10<57/4）が主యになる

ϭᒙ にぶい㯤〓Ⰽ◁礫ᒙ（10<55/4）締まり中 ⢓性ᙅ ᒙཌ５Fm～ 地山

こぶし大の礫をከ㔞にྵむ 遺構検出面

⪔స土（Ϩᒙ）と旧⪔స土（ϩᒙ）は全域に形成されている。中央部南側の限られた範囲でἙ川ỏ

℃により堆積したとᛮわれるὥ水堆積ᒙ（ϫDᒙ）を確認した。12トレンチでは遺構埋土中におよぶ

ὥ水堆積ᒙが確認され、集落がႠまれていた᭱中もしくは廃⤯直後にᑡなくとも一度はὥ水堆積物に

覆われたことが確認できる。ϫaᒙが堆積する地点では遺物ໟྵᒙ（Ϭᒙ）は確認されず、直下の地

山が遺構検出面となっている。当時の地表面は北から南に傾斜していたことが想定され、本来堆積し

ていたであろう遺物ໟྵᒙは度㔜なるὥ水により浸㣗されたと考えられる。北東部で遺物ໟྵᒙが比

較的ཌくṧ存しているのはこのためと解釈できる。地山（ϭᒙ）はにぶい㯤〓Ⰽの◁礫ᒙで、下位に

はこぶし大の礫がከくΰ入する。ϭᒙより下位から遺構・遺物は確認されなかった。

。、ϫE～ϫgᒙは調査区西側２・４・11トレンチで確認され Ἑ川ỏ℃時に堆積したものと考えられる

ϫE～ϫdᒙは◁を主としたᒙであるのに対し、ϫH～ϫgᒙは⢓土を主としたᒙとなっている。ỏ℃が

㉳こった時期はᒙ中から遺物が出土しないため不明だが、直下のϬᒙから縄文時代中期後༙の土器が

出土しているため、それ௨降の時期と判断できる。ϭᒙは遺構検出面となっており、地山を掘りこん

。、。で遺構がసられている また２・４トレンチではϭᒙ௨下を῝掘りし 地山面௨下のᒙᗎを確認した

２トレンチでは細⢏◁と⢒⢏◁が、４トレンチでは◁と⢓土によるὥ水堆積ᒙの஫ᒙを確認し、࢔ラ

数字を付し土ᒙὀ記は┬␎した（第74図࢔ࣅ 。）

ｂ 検出遺構と出土遺物

調査の結果、竪穴建物跡（ＳＩ）９棟・土器埋設遺構（Ｓ㹐）１基・フラスコ状土坑（Ｓ㹉Ｆ）１基・土

坑（Ｓ㹉）11基・柱穴様ピット（Ｓ㹉㹎）９基が検出された。竪穴建物跡は水田⪔స時に伴う๐平に      
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より、ṧ存する壁高は10～38Fmであった。３トレンチでは北側断面で竪穴建物跡が確認され、周囲を

掘り下ࡆたところ、㛗㍈1.2ｍのＡ字状石⤌の複ᘧ⅔が検出された。５トレンチでは竪穴建物跡が３

棟検出され、内２棟は㔜複していた。10・13トレンチでは平面ࣉランは確認されていないが、石囲⅔

がྛ１基検出されたため竪穴建物跡にྵめた。そのほか１・㸶・９トレンチでも検出されたが、いず

れも縄文時代中期後༙の土器が出土した。５トレンチの東側断面ではフラスコ状土坑が確認された。

フラスコ状土坑内から遺物は出土しなかったが、周囲で出土した遺物から縄文時代中期後༙と考えら

遺物は中コンࢼࢸで６⟽出土した。内5.5⟽が縄文土器で、ṧり0.5⟽は石器・陶磁器である。縄文

れる。

土器は中期大ᮌ７～９ᘧ期のものが出土し、主యは大ᮌ９ᘧ期である。大ᮌ９ᘧ期の土器は調査区全

域で出土したが、特に調査区中央部３・５・㸶トレンチ付近に集中が見られる。☻ᾘ縄文が施され、

ᴃ円形区画内に縄文が඘ሸされるもの、่✺文が඘ሸされるものが出土している。่✺文は12トレン

チで出土した１点のみである。全యとしてはయ部◚片がከ数を༨めており、地文縄文のみのものに次

。、、、。いでᠱᆶ文が施されたものがከい 石器は石໯３点 石㗹１点 พ石１点 ☻石１点などが出土した

石໯はす࡭て㡫ᒾ製で、石㗹は㕲石ⱥが౑用されている。

陶磁器もᑡ数出土しており、中世の青磁碗が１点、その他は近世の陶磁器である。

９ ᡤ見

ａ 遺跡の種㢮

検出遺構と出土遺物から、縄文時代中期後༙の集落跡と考えられる。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

確認調査の結果、⢒ᐦはあるが調査区全域で遺構・遺物が確認できた。調査対象面積6,720㎡全て

が本調査対象範囲となる。

ｃ 発掘調査時に予想される遺構・遺物

調査区中央部付近でከくの遺構が検出されており、本調査時も竪穴建物跡をはじめとしたྛ種遺構

の検出が予想される。また、東地区の旧⪔స土中からも一定㔞の遺物が出土し、ṧ存状態も比較的良

好のため、表土㝖ཤ時には部分的に人ᡭによる調査が必要である。４トレンチ内の遺物ໟྵᒙからの

み大ᮌ㸶ᘧ期の土器が出土したが、その上部は複数のὥ水堆積ᒙで覆われていた。確認調査では確認

ができなかったが、４トレンチ周㎶に堆積するཌいὥ水堆積ᒙ中の掘り下ࡆ時には、当該期௨降の遺

構・遺物が存在するか␃ពする必要がある。４トレンチは調査区内で᭱も低い位⨨にໟྵᒙがあるた

め、ྛ時期での土地฼用も検ウを要する。また、調査区中央部では遺構検出面を覆うὥ水堆積ᒙが堆

積していることが予想されるため、ៅ㔜な遺構検出స業が必要である。

遺物は大ᮌ９ᘧ期の土器を主యとして、縄文時代中期後༙の土器がከく出土すると予想される。確

認調査時に出土した石器はᑡ㔞だが、遺物ໟྵᒙの広がりとཌさから一定㔞の出土が見込まれる。
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第２節　遺跡確認調査

第 73 図　㉥ሯ遺跡推ᐃ範囲と調査対象範囲

第 72 図　㉥ሯ遺跡位置図
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第 74 図　㉥ሯ遺跡ᇶᮏᒙᗎ図

（ͤ　）内の数字はトレンチ番号
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要本発掘調査範囲
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第２節　遺跡確認調査

第 75 図　㉥ሯ遺跡確認調査結果図とせᮏ調査対象範囲

61



第３章　調査の記録　

４トレンチ
ໟྵᒙ確認状ἣ（北から）

５トレンチ
状ᅵᆙ確認状ἣࢥࢫࣛࣇ
　　　　　　　（西から）

３トレンチ
」ᘧ⅔検出状ἣ（東から）
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第２節　遺跡確認調査

５ 地方道路等整備工事（建設）主要地方道秋田雄和本荘線（相川工区）

ྥ田表遺跡

秋田県秋田市雄和相川字向田表204ほか１ 遺跡ᡤᅾ地

平成30年５月28日～６月１日２ 確認調査ᮇ㛫

820㎡３ 確認調査対象面✚

820㎡４ 工஦༊域ෆ遺跡面✚

㸮㎡５ せᮏ発᥀調査面✚

６ 遺跡の❧地と⌧ἣ

ａ 立地

遺跡は、秋田✵ から南西࡬約5.6Nm、秋田市雄和ࢧーࣅスセンターから南࡬約１Nmに位⨨し、大

きく⺬行しながら北࡬流れをኚえる雄物川本流と、南西から北東に流れ雄物川に合流する中ὠ川にᣳ

まれたୣ㝠のᮎ端に形成された◁礫段ୣ上に立地する。

遺跡の範囲は、硬質泥ᒾ（㡫ᒾ）を主యとするዪ川ᒙと᥋しているため、基┙にྵまれる礫は㡫ᒾ

がከく、現地表面に散布する状ἣを確認することができる。これは遺跡南側を流れる中ὠ川の浸㣗・

堆積స用の結果と考えられる。

秋田市雄和地区では現在69か所の遺跡が確認されており、本遺跡周㎶には縄文時代、ྂ代、中世の

遺跡が点在している。北東に約４NmのἈ積低地上に所在するἙ原ᓮ遺跡は、秋田市教育委員会によっ

て発掘調査が行われた縄文時代前・中期、ྂ代の複合遺跡である。縄文時代前期の土坑・↝土遺構・

土器埋設遺構、縄文時代中期後ⴥの竪穴建物跡２棟、平安時代の土坑２基が確認されている。

また、向田表遺跡のୣ㝠沿いに北࡬約１Nm地点には中世の城館跡であるⓑ根館跡が所在する。

ｂ 現ἣ

調査対象範囲をྵむୣ㝠はᯘ地となっている。調査対象範囲は、東西にのࡧるྎ地ඛ端の東西約30

ｍ、南北約30ｍの範囲で、西から東にかけて傾斜している。ྎ地の中央部分は平坦となっているが、

東端は沢状にくぼんでいる。

７ 確認調査の᪉ἲ

調査はトレンチ調査を基本とし、地形を考៖してᖜ約１ｍのトレンチを設定した。トレンチ内での

見ᴟめが困難なሙ合は必要に応じて範囲をᣑᙇし、遺構・遺物の有無を確認した。トレンチの掘๐は

人ຊで行った。また、分布調査のトレンチ位⨨を確認して埋土を㝖ཤし、断面ほᐹを行った。トレン

チの⥲数はィ９本、ᐇ質調査面積は45㎡で、調査対象面積の５㸣に相当する。

８ 確認調査の結果

ａ ᒙᗎ

遺跡内の基本ᒙᗎは次の㏻りである。

Ϩᒙ　ᬯ〓Ⰽシࣝト(10<53/3）締まりややᙅ～中　⢓性ややᙅ～中　ᒙཌ１～10੉　表土

ϩᒙ　にぶい㯤〓Ⰽシࣝト(10<54/3）締まり中～ややᙉ　⢓性ややᙅ～中　ᒙཌ４～25੉

遺物ໟྵᒙ

Ϫᒙ　にぶい㯤〓Ⰽシࣝト～⢓質シࣝト(10<54/3～5/4）締まりややᙉ　⢓性中～ややᙉ
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　　　 ᒙཌ５～20੉　₞⛣ᒙ

ϫDᒙ　にぶい㯤ᶳⰍ⢓質シࣝト(10<56/4）締まり中　⢓性ややᙉ　ᒙཌ２～25੉　地山

ϫEᒙ　㯤〓～にぶい㯤ᶳⰍ⢓質シࣝト(10<55/6～6/4）締まりややᙉ　⢓性中～ややᙉ　ᒙཌ５੉～

地山

Ϩ～Ϫ・ϫEᒙは調査対象範囲内全域で確認できた。Ϩᒙは表土で、全యを覆っており、１トレン

チや５トレンチなど中央の平坦部分や斜面の⫪にཌく堆積している。一方、㸶トレンチなどでは斜面

にϨᒙがⷧく堆積していた。部分的にᮌ根によって締まりが緩い部分も確認できた。ϩᒙは遺物ໟྵ

。、、ᒙで ᒙཌは地点によって差はあるが Ϩᒙと同様に中央の平坦部分や斜面の⫪にཌく堆積している

Ϫᒙは₞⛣ᒙである。ϫᒙは地山でϫDᒙ・ϫEᒙに細分される。ϫDᒙは、２トレンチの東側と９ト

レンチで確認し、ዪ川ᒙ⏤来と考えられる㡫ᒾの㢼化礫をከ㔞にྵみ、ྎ地の南側に部分的に広がる

と推定される。ϫEᒙは、確認調査対象範囲内全域で確認したにぶい㯤〓Ⰽ⢓質シࣝトである。ϫEᒙ

上面での地形は、西から東࡬と緩やかに傾斜し、中央部分でさらに緩やかになっている。

遺物はϨᒙ、ϩᒙ中～下位、Ϫᒙ上面で確認した。特にϩᒙ中位～下位にከく、縄文土器や๤片な

どが出土した。

ｂ 検出遺構と出土遺物

調査の結果、調査対象範囲内で遺構は検出されなかった。なお、分布調査時にトレンチの断面で立

ち上がりが確認され、土坑の可能性があるとᣦ᦬されたࣉランについては、再度断面ほᐹを行って、

周㎶を掘り広ࡆた結果、ϩᒙがᮌ根によってᨩ஘されたものと判断した。同様に４・７トレンチでϪ

ᒙ上面で不整形な平面ࣉランを確認し、⢭査を行ったが、遺物は出土せず、立ち上がりも不明░でᗏ

面にพฝがあることから遺構ではなくᨩ஘と判断した。

出土遺物は、縄文土器片３点、石᰾５点、二次ຍ工のある๤片３点、๤片39点、チッ２ࣉ点、礫石

器２点、時期不明の◒石１点のィ55点である。

縄文土器３点は、表面᥇集１点、ϩᒙ中から２点が出土し、いずれも小◚片である。７トレンチか

らཱྀ縁部◚片が出土している。いずれも地文として縄文が施文されている。また、分布調査でもϩᒙ

中から縄文が施文されている土器片が出土している。

石材は㡫ᒾがほとんどである。石᰾は１・２トレンチから出土し、Ϩᒙ中から２点、ϩᒙ中から３

点出土した。２トレンチからの出土が４点とከい傾向にある。二次ຍ工のある๤片は３点出土した。

、。、。Ϩᒙや᤼土からの出土である 石材は㡫ᒾで ๤㞳後の縁㎶に調整を施している ๤片は39点出土し

１～５・７トレンチから出土し、そのほとんどがϩᒙからである。チッࣉは２点出土し、２・７トレ

、。。ンチから出土した 礫石器２点はϨᒙから出土している ◒石は４トレンチのϩᒙ中から出土したが

ᨩ஘によってϨᒙから落ち込んだものと考えられる。

９ ᡤ見

ａ 遺跡の種㢮

分布調査ཬࡧ今回の確認調査で出土した縄文土器・石器は、Ϩᒙとϩᒙから出土している。分布調

査では、ϩᒙからスࢡレイࣃーが出土し、確認調査対象範囲付近、特に西側からは㡫ᒾ製の石㙨・ნ

状石器が表面᥇集されている。本調査区の西側には一段高い平坦面が位⨨しており、ここから東側に

⯉状にᙇり出す部分が今回の調査範囲となることから、遺跡の中ᚰは西側の一段高い平坦面に広がっ
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ていると想定される。今回の調査範囲からはⱝᖸの遺物は出土したものの遺構が確認出来なかったこ

とから、縄文時代の散布地と考えられる。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

今回の確認調査対象範囲では、遺構が確認されず、遺物の分布が散ₔであることから、工事区域内

について、本発掘調査の必要はないと判断される。

第 7� 図　ྥ田表遺跡位置図

第 77 図　ྥ田表遺跡推ᐃ範囲と調査対象範囲
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㸮
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㸮

-0.2m

-0.4m
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（ͤ　）内の数字はトレンチ番号

㸿（６） 㹀（１） 㹁（８）

㹂（３） 㹃（５） 㹄（４） 㹅（７）

Ｈ（２） Ｉ（２） 㹈（２） 㹉（９）

第 78 図　ྥ田表遺跡ᇶᮏᒙᗎ図
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第 79 図　ྥ田表遺跡確認調査結果図
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２トレンチ
ϫDࠊϫEᒙ検出状ἣ
（南西から）

７トレンチ
Ϫᒙ ⦖ᩥᅵჾ出ᅵ状ἣ
（南から）

調査༊඲ᬒ
（南西から）
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６ 大館工業団地開発事業

片貝家ノ下遺跡

秋田県大館市比内町片貝字家ノ下17外１ 遺跡ᡤᅾ地

平成29年11月１日～11月２日２ 確認調査ᮇ㛫

平成30年６月19日～６月20日

39,000㎡３ 確認調査対象面✚

1,131㎡（平成29年 ・5,150㎡（平成30年）４ レーダー探査対象面✚ ）

５ 遺跡の❧地と⌧ἣ

（１）立地（第80図）

遺跡は、㹈㹐ⰼ㍯線ᡪ田㥐の南西２Nmに位⨨し、引欠川右ᓊの標高58ｍのἈ積地に立地する。引欠

川は᫛和30年代後༙まで遺跡の東～北西縁に沿うように流れており、本来、遺跡はこの川のᕥᓊに位

⨨していたことになる。旧Ἑ道は、工業団地造成に伴う埋め立て造成により現地形では確認すること

が出来なくなった。

引欠川流域はỤᡞ時代から埋ἐ建物が見つかることで▱られる。ⳢỤ┿⃈等の記録には、遺跡から

５Nm下流の大ᢨ・ᯈ沢地区でὥ水に伴うᓴᔂれの際に建物がたࡧたࡧ発見されたと記されている。

（２）現ἣ

調査対象範囲全域が旧水田である。対象範囲は北西－南東方向に㛗く、その中を２本の㎰道が100

ｍ間㝸で北東－南西方向に㏻っているが、㞄᥋地の造成工事によりᑍ断された状態となっている。平

成27・28年に行われた確認調査時のトレンチは、ྛ年の調査期間内に埋め戻されている。

６ 調査の概せ

（１）これまでの調査概要

平成27年᫓の試掘調査による遺跡の発見後に行われた確認調査では、西暦915年の十和田火山の噴

火に伴う降下軽石（大湯軽石）や火山泥流堆積物（シラス）により建ったまま埋ἐし、傾斜した屋根

の痕跡が３次元的にṧるఅ屋形ᘧの竪穴建物跡や竪穴・掘立柱ే用建物跡等を検出した。建物跡は、

。、屋根や柱など構造材の⭉ᮙ痕跡が主యで 地下水位が高いところでは構造材そのものがṧ存している

ྂ代の集落は、遺跡の北東側にᒎ開し、噴火前に埋め戻された複数の竪穴建物で㔜複が認められるこ

とから、一定期間存続したことがわかる。また、集落の南～北東側㞄᥋地では田面や␏␁直上に降下

軽石が堆積した水田跡が検出され、集落と⪔స地が同時に埋ἐしたことが明らかになった。

（２）地中レーダー探査のᐇ施

今後の調査・保存の見㏻しを立てるため、遺跡を掘๐せずに遺構の分布状ἣの推定が期ᚅできる地

中レーダー探査を平成29年度からᐇ施し、有効性の確認と新たな遺構の検出を試みることになった。

（３）探査地の設定（第81図）

遺跡周㎶が北西から南東方向に㛗い㛗方形に区画された旧水田となっており、今回の探査地はこの

区画に合わせて設定することにした。なお、ྛ探査地の四㝮ཬࡧኚ᭤点にᡴ設したᮺについては、㹅㹎

Ｓ測定を行いᗙ標್を得た。ྛ探査地については、北西－南東方向をＸ㍈、北東－南西方向を㹗㍈と

し、それを基‽に側線名を付した。
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①平成29年度

確認調査で検出した竪穴建物跡の反応確認と新たな遺構検出を目的に、探査地１～３を設定した。

は17ｍ�18ｍの306㎡で、埋め戻された竪穴建物跡４棟が検出された２トレンチ北東部をྵ探査地１

探査地２ 探査む。 は20ｍ�15ｍの300㎡で、竪穴建物跡１棟が検出された４トレンチ南西部をྵむ。

は15ｍ�20ｍの300㎡で、屋根痕跡がṧるఅ屋形ᘧの竪穴建物跡１棟が検出された４トレンチ中地３

央部をྵむ。 は15ｍ�15ｍの225㎡で、旧地表面の高まりや大小の溝を検出した２トレンチ探査地４

南西側をྵむ。

②平成30年度

29年度の探査で検出された墳墓と推測される遺構の分布域と低位（水田）面の広がりを捉えること

を目的とし、２本の㎰道にᣳまれた旧水田約6,000㎡のうち、東側の一部を㝖いた 5,150㎡を探査地

のこ、し定設をࣗシッ࣓ｍ５に域全地査探、てしとにめじは。たし定㑅てしと 概要探査（௨下概査）

側線上を探査した。次に として、概査で特ᚩ的な反応が得られた範囲３か所を㑅定し、それ詳細探査

。れ１ｍ࣓ッシࣗを設定し、この側線上を探査したࡒ は20ｍ�20ｍの400㎡で、旧地表詳細探査地１

面の高まりや溝跡が検出された１トレンチ南西側をྵむ。 は35ｍ�15ｍの525㎡で、旧詳細探査地２

地表面の高まりが検出された２トレンチ中央部をྵみ、29年度レーダー探査で確認されたマウンド状

の高まり１基もྵむ。 は30ｍ�20ｍの600㎡で、29年度レーダ探査で墳墓と推測される詳細探査地３

遺構が検出された２トレンチ南西部をྵむ。

（４）ྛ探査地の探査結果（第84図）

①平成29年度探査

探査地１

竪穴建物跡の床面を確認したが、反応は不明░である。床面や壁と同質の埋土が要因とみられる。

探査地２

。、ＳＩ01竪穴建物跡に関連して 旧地表面から立ち上がる土屋根と考えられる屋根の傾斜を確認した

周堤と屋根の㌺下が一య化した部分と見られ、అ屋形ᘧの竪穴建物であった可能性が高い。屋根が良

好な状態で保存されていると推測されるのは、より高い位⨨で建物跡の平面形を確認することができ

た北西・南東端部である。

ＳＩ01竪穴建物跡の南東㞄᥋域では、平らな面の広がりを確認した。周㎶域の旧地表面に比࡭明ら

かに平らであり、28年度調査で検出した㈞床様硬化面の広がりと推測される。

探査地３

周堤をྵむＳＩ03竪穴建物跡の土屋根の傾斜と床面を確認した。しかし、27年度調査で検出した柱

穴や࢝マドཬࡧ↮道の反応は確認できなかった。これとは別に、本遺構の東側では、竪穴建物の床面

や周堤とみられる反応を確認した。レーダー画像では、床面や周堤が明░にㄞみྲྀれる。一方、屋根

の痕跡は確認できないことから、竪穴建物 後の窪地あるいは上屋構築直前に⨯⅏した可能性があ廃棄

る。27年度に検出したＳＩ02竪穴建物跡に近い状態と推測される。

探査地４

一定の広さをもつマウンド状の高まりが３か所確認され、このうち２か所の高まりの周囲には溝状

の落ち込みがある。㢮例は、ዉ良～平安時代の東北地方北部に散見する墳墓がある。なお、27年度調
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査で検出していた高まりは、探査範囲からは僅かに外れているとみられ、今回検出した高まりとは別

遺構と考えられる。

②平成30年度探査

詳細探査地１（第83図①）

29年度の探査地４で検出した墳墓と推測される遺構と同様の高まり状の反射面と溝状の反射面を確

認した。推測される構造は、中央部に円形のマウンド状の高まりがあり、その周縁に溝が全周する。

溝の外径は約13ｍに達し、高まり部分では北東－南西ライン上で硬く締まった反応が得られている。

また、遺構の北東〜南東側は、レーダー画像によると旧地表面を示す反射面の平坦さが際立っており、

整地面の可能性がある。なお、27年度調査で土坑と判断していた遺構は、このマウンド状の高まりの

一部とみられる。

詳細探査地２（第83図②・③）

高まり状の反射面と溝状の反射面のセットを３か所で確認した。遺構の規模は、溝の外径が９ｍ前

後と６ｍ前後になる。この他、竪穴状の反射面と周堤状の反射面の反応をセットで確認した。27年度

検出のＳＩ02竪穴建物跡と29年度検出の同例を勘案すると、竪穴建物 後の窪地もしくは上屋構築廃棄

直前の状態を示すものと推測される。

詳細探査地３

29年度探査地４で捉えた遺構の続きとみられる高まり状の反射面と溝状の反射面を確認した。今年

度当該域の側線データによって、29年度は未検出だった遺構南西部の状態が確認できるようになり、

平面形の全容を推測することが可能となった。詳細探査地１で確認された遺構と同様に、マウンド状

の高まりの周縁に巡る溝は、途切れず全周すると推測され、外径９ｍ前後となる。また、小型の竪穴

、、。建物跡と推測される竪穴状の反射面も検出した これについては 北西－南東方向の側線データから

トレンチ調査で把握できなかった北西壁と南東壁の立ち上がりを確認し、四方の壁の存在が明らかに

なったことから溝（27年度見解）ではなく竪穴建物跡と推定される。

低位（水田）面の概査（第84図右 概査①・②）

引欠川沿いでは、27年度調査で調査対象範囲北西の４・５トレンチから人工（直線）的な下降傾斜

面と斜面下に広がる平坦面を、28年度調査で調査対象範囲南東の第16・17トレンチの低位面から水田

、、。跡を検出した ４・５トレンチの傾斜面下に広がる平坦面は 引欠川沿いの試掘データを勘案すると

16・17トレンチの水田跡の広がりと考えられる。概査では、水田跡と推測した広がりの北西端を追跡

した。

、 。 、概査①では 旧地表面から直線的に下傾する反射面と斜面下の平坦な反射面を確認した これらは

第４・５トレンチで確認した人工的な斜面と、斜面下の平坦面と見られる。一方、 では、旧地概査②

、。」「」「表面から 緩やかに下傾する反射面 と連続する 平坦な反射面 を確認した 高低差は0.5ｍ程で

傾斜も緩やかで自然地形の可能性が高い。概査① ②ラインは、斜面下の平坦面の標高が0.8ｍ程異・

なり、傾斜角も違うため、二つが同一面である可能性は低い。したがって、調査対象範囲南東端から

続く低位面は、４トレンチ付近で立ち上がる可能性が高い。
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（５）探査結果のまとめ

①平成29年度

ａ 確認調査検出遺構と新たな遺構の確認

探査の結果、確認調査で検出した竪穴建物の屋根痕跡の傾斜や竪穴建物跡の床面を確認したほか、

窪地の状態となっていた竪穴建物跡や墳墓と推測される遺構等、新たな遺構が確認された。

ｂ レーダー反応の差異と有効性の確認

降下軽石に覆われた旧地表面や火山泥流が浸入した竪穴建物の反応は良好であるが、十和田火山噴

火前に ・埋め戻された竪穴（探査地１等）の反応は不良である。この違いは、埋土の差と考えら廃棄

れる。今回の探査により、西暦915年の十和田火山噴火に伴う火山泥流発生時に集落を構成していた

遺構群を把握するうえで、地中レーダー探査が非常に有効であることを確認することが出来た。

②平成30年度

ａ 墳墓と推測される遺構の分布域

墳墓と推測される遺構については、29年度探査で検出した分布域の北側と西側で、新たに４基検出

した。これで分布域の南側は明らかになったが、北側はさらに広がる可能性が生じてきた。これまで

に検出された数は、29年度の２基、30年度の４基、合わせて６基となる。規模は、溝の外径により大

（13ｍ前後 、中（９ｍ前後 、小（６ｍ前後）の３つに分けられる。） ）

ｂ 低位面の広がり

確認調査対象範囲の南東端付近で検出した低位（水田）面の広がりは、当初の予測よりも狭く、第

４トレンチ付近までであり、３トレンチ付近で確認していた低位面は、この面よりも0.8ｍほど高い

ことが判明した。中位面ともいえるこの面は、灌漑用の池として機能していた可能性もある。

ｃ 新たな遺構の検出

墳墓と推測される遺構の他に、竪穴建物跡３棟や土坑、溝状の落ち込み、盛り土、微高地等と推測

される反応を得た。このうち竪穴建物跡については、確認調査成果との検証結果から信憑性は高いと

判断される。その他の遺構に関しては、現段階で機能や性格を特定することは困難である。

ｄ 地中レーダー探査の有効性の再確認

レーダー探査で得た複数の側線データの解析から遺構の平面形を復元することにより、トレンチ調

査による所見を何点か改めることになった。大きな溝と推測していた遺構が竪穴建物跡の可能性が高

いこと、別々の溝と認識していた遺構が同じ溝である可能性が高いこと等である。本遺跡において、

レーダー探査は、トレンチ調査による遺構の解釈を補完する上で効果的といえる。

参考文献
秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第502集　2016（平成28）年
秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第507集　2017（平成29）年
秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第511集　2018（平成30）年
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第82図　探査対象範囲（西から）
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

久保田城跡 城館跡 近世
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　平成30年１月から11月まで58件の詳細分布調査と６件の遺跡確認調査を行った。その結果、

向田表遺跡、高塙遺跡については遺構が確認されず、確認調査範囲内は本調査不要と判断し

た。神田遺跡、赤塚遺跡、久保田城跡については本調査が必要と判断した。片貝家ノ下遺跡に

ついては、地中レーダー探査により墳墓と想定される遺構の分布域の南限が判明した。
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